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序

静岡県東部に位置する沼薄。三島・駿東地域は、古くから交通の要衝として栄えてきた。また、北は

富士。愛鷹山麓、東は箱根外輪山、南は伊豆山系を望み、黄瀬川、狩野川、柿田JiI湧水に代表される多

くの自然水系にも恵まれ、風光明娼な自然を有している。そのため、本地域には、季節を関わず多くの

観光客が訪れている。しかしながら、上述の自然環境は、交通機関の開発、発展に地理的な制約を加え

るとともに、国道 l号線及び国道246号線といった交通量が非常に多い主要幹線道路を有することから、

本地域は、長年、慢性的な交通渋滞に悩まされてきた。

東駿河湾環状道路は、こうした慢J性的な交通渋滞を緩和する目的で計画され、沼津市岡宮地区から愛

鷹南東麓、長泉町、箱根西麓を経由して、田方郡函南町平井に至る高規格幹線道路である。

また、この地域は、古くから埋蔵文化財包蔵地としても知られており、道路建設予定地{内にも多くの

遺跡が立地していることから、これまでに数多くの発掘調査が実施されてきた。

大平遺跡においても、当静岡県埋蔵文化財調査研究所が、平成 7年度。 8年度に第 1期現地調査、

成12年度に第II期現地調査を実施しており、それぞれ『大平遺跡jJ11大平遺跡11.1 として報告している。

過去 2回の調査においては、中世後半から近世前半の集石墓を中心とした墓が検出され、また、前回

の調査では、弥生時代前期末の遺物を伴う住居 l軒を検出、これは静岡県内における初の検出例となり

大きな成果を収めることとなった。

今回の第盟期現地調査は、東駿河湾環状道路建設工事に伴う大平遺跡の発掘調査としては最後の調査

を飾るものである。

大平遺跡の発掘調査で、得られた貴重な文化財が、今後、研究、教育等の幅広い分野で活用されると同

時に、文(む財に対する理解を深める一助となることを期待するばかりである。

本書の作成にあたっては、国土交通告をはじめとした

ご理解を得ている。この場を借りて)草く御礼申し上げる次第である。また、

ご理解をいただいた地元の皆様、

会に厚く御礼申し上げたい。

にあたられよと方々 に、 こ

年 3月

県埋蔵文化財調査研究所

所長 清水哲



例j に:r

に所在する ある。

2 現地調査は平成16年度、平成17年度、東駿河湾環状道路建設工事に伴う埋蔵文佑財発掘業務として、

中部地方整備局沼津河川国道事務所の委託を受付、静岡県教育委員会文化課の指導のも

と、財団法人静岡県埋蔵文化財ー調査研究所が、平成16年9月から平成17年 5月にかけて実施した。

3 資料整理は平成19年 9月から平成年 3月にかけて実施した。

4 調査体制は下記のとおりである。

平戚~6年度現地調査

所長斎藤忠 副所長飯田英夫 常務理事兼総務部長平松公夫

鎌田英己 会計係長野島尚紀

調査研究部長山本昇平 調査研究部次長粟野克巳

調査研究部次長兼調査研究二課長 佐野五十三

主任調査研究員中鉢賢治 調査研究員片桐英生井鍋誉之

調査補助員 福島正史大島秀俊 (シン技術コンサル)

平成17年度現地調査

所長斎藤忠 常務理事兼総務部長平松公夫

総務部次長兼総務課長鈴木大二郎 会計係長野島尚紀

調査研究部長石川素久 調査研究部次長栗野克日

調査研究部次長兼調査研究二課長 佐野五十三

主任調査研究員中鉢賢治 調査研究員片桐英生 技術員水土綾子

平成!9年度資料整理

所長斎藤忠 帯務理事兼事務局長清水哲

事務局次長兼総務課長大場正夫 事務局次長兼調査課長及川司

事務局次長佐野五十三稲葉保幸 事業担当望月高史

調査課東部調査一係長中鉢賢治 調査研究員 日吉高幸 技術員木村

5 現地での基準点測量を株式会社コアエンジニアリング、空中写真測量及び撮影を株式会社シン技術

コンサルに委託した。

6 本書の執筆は主に木村が行い、中鉢。日吉が加筆@修正を行った。

7 本書掲載の遺物写真は、 した。

8 銭貨の分類は、当研究所岩名建太郎調査研究員が行った。

9 石材鑑定は、当研究所森嶋富士夫技術員が行った。



10 本書で使用した地図は、国土地理院発刊 1: 000地形図等を複写して加筆。加工した。

11 発掘調査資料は、静岡県教育委員会文化課が保管している。

12 本書の編集は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

凡 例

l 大平遺跡は、過去 2囲の現地調査が実施されており、今回は 3回目にあたる。調査区の設定につい

2 

ては、過去 2回の調査に準じ、西側の調査区を 1-1区、東側の調査区を 2-2区とした。

8年度の第 I期現地調査において、建設予定道路の E 

センターラインを中心軸 (Fライン)として10m>( 10m 

のグリッド(方眼)を設定した。

そのため、縦方向は、真北から左回りに3330 44ノ 52庁

回転している。今回の調査でも同様のグリッドを設定し、 ド

北西角 (A. 1) を原点に南北方自にアルファベット、

東西方向にアラピア数字を付した。 10

日本測地系(改正前)を使用し、平面直角座標第V盟系の

Xニ 94421. 543 Y =36172. を原点 (A. 1) とし、 G 

1)ッド南西角の交点をグリッ r名とした。(右図)

6 

円

7 

F-6 F-ブ

G --6 G-7 

リッド

一一一一一

"10m 

グリッド(方限)設定図

gL 

3 遺物の取り上げは光波測距器を用い、(株)シン技術コンサルの「遺跡管理システムJとでデジタル

データとして保君子した。遺物番号は三桁の数字を用い、土器、石器については通し番号とし、金属

製品については別に番号を付した0

4 遺物。遺構の観察表、計担Ij表において、推定値、復元値には( )を付して表記した。

5 現地調査における土層の観察表及び遺物の色調は、新版『標準土色I[J占JJ (農林水産省農林水産技術

会議事務局監修 1997年版)に準拠した。

6 遺物の重量計測には、 1¥&0 した。

7 挿図の縮尺は、各国に示したスケールの通りである。

8 本書で使用する遺物・遺構の標語@略語は以下の通りである。

遺物 p=土器@陶磁器 R 

Cニ炭化物 s=石器 B=骨類

遺構他 SF=土坑 SO=溝 sp=小穴

SR=旧河JiI SX=性中各不明遺1善 TR=トレンチ Gr=グリッド

石材 An (Py)ニ輝石安山岩 LT=火山礁凝灰岩 Rhy=流紋岩 Sl=粘板岩

黒曜石産地 SWHOニ諏訪星ヶ台群

トー斗廃りの範囲 敵きの範閤
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第 1章調査の概要

第]節調査に至る経緯

静岡県の東側に位置する三島市@沼津市を中心とした地域(図 1)は、富土。愛鷹山麓、箱根外輪山、

伊豆山系など、北、東、南の三方を山々に留まれる。それらが造り出す緩やかな傾斜地と、豊かな地下

水脈による風光明婦な自然環境は、四季折々に様々な表情を見せる。古くから富士山、箱根、伊豆方面

への観光の拠点としても知られる本地域には、季節を間わず多くの人々が訪れている。

東海道本線、東海道新幹線、国道 l号線、国道246号線が通る本地域は、東海地方と関東地方を結ぶ

交通の要衝であると同時に、農業、水産業といった都心の生活を支える産業の要衝としても重要な役割

を担っている。また、都心から約 1時間という立地条件七富士山麓の豊富な地下水源という自然条イ牛

を求めて企業進出が盛んである。都心への通勤圏内ということも相侯って、急速な発展を伴い、交通量

が著しく増加した。

しかし、上述の自然場境は、交通機関の発展に地理的制約を加えていたために、主要幹線道路は、長

年に渡か慢性的な交通渋滞に悩まされてきた。

こうした慢性的な交通渋滞の緩和を目的として計画されたのが、沼津市から下田市を結ぶ伊豆縦貫自

動車道である。このうち、沼津市岡宮から長泉町、三島市大場を通り、函南町平井を結ぶ、約151ai1の自動

車専用道路が東駿河湾環状道路である。

東駿河湾環状道路建設に際して、 に埋蔵文化財ムの所在確認のための調査が実施される

ことになった。まず¥平成 2年に関係各市町村教育委員会による

ストアップを受けて、静岡県教育委員会文化謀、各市町村教育委員

可能性のある地点のリ

財団法人静岡県埋蔵文佑財調査

3者による踏査が行われた O その結果、約カ所が遺跡の可能性が高い場所:として報告された

(図 2)。この報告を受け、指導機関静岡県教育委員会文化課、調査機関財団法人静岡県埋蔵文化財調

査研究所の体制で、記録保存を目的とした発掘調査を開始した。

1 静i理県立置問



付て、遺跡の範囲など

1期現地調査を行い、

ら6月にかけて第 II

『大平遺跡IIJJとし

17年 5月にか吋

して実施することとなった。まず、平成7年 9月から11月にか

行った。そして、同年日月から平成 8年12月にかけ

9年4月から平成10年 l月まで資料整理を実施した。また、平成12年 4月か

平成13年 4月から 6月まで資料整理を行い、そ

っている。

は、未調査部分49762rdについて、国土交通省

会文化課、当研究所の 3者による協議の結果、

した。 平成19年 9月から平成20年 3月にかけ

11国道事務所

9丹から平成

) ~トグア
，-， 1、ー。

。~@Iま発掘調査対象箇所

2 東駿河湾路練配置関

2 -
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縄文早期前半集落

横穴式石室墳(竪穴状の石室)

旧石器時代 (YL層)石器群

縄文草創j期~後期、 18石器時代

縄文中期集落、旧石器時代

縄文早期末~前期初頭集落

2004 w上松沢平遺跡』

2003 w寺林遺跡。虎杖原古墳』

縄文早期末~前期初頭集落、 BB田層土坑群 I 2003 ~鉄平遺跡』

中世境基 I 1998 

※強盟委号は図 2 の番号。表にない番号の場所i立、確認~ltJ査の結果、本調査が必喜さないと判断された場所。

※層位の1信号l土、休場層 (YL)、休場層下部の染色;帯 (BBO)、安's1黒包帯 (BB1 )、第II黒色帯 (BB ) 第皿黒色帯tBB

III) 、 .~wníI黒色持(J3BVI)で愛庶L1.1麓の基本屑序に準じている"
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2 の

は、 8年に調査を実施した l の西慣 と
Pヲb

YI._， を した 4区の東側1，の2つの地区である。調査に際しては、 じて、
v 

'-

れらの地区に、

リッドも、

そ 1 -1区、 2-2区という調査区名を付した(図 3)。調査

において建設予定道路のセンターラインを中心軸 (Fライ

，ザ
V¥，_， 

とし 、:i?
Cご

れた)<10m四方の リッドlこ じている。北西の角 (X= -~9442L 543 Y =36172， 日本測)'也

を 。 1 ) とし、真北から りに o 44; 回転している。南北方向にアルアァペッ

ト、東西方向にアラピ 付し、南西角の交点をグリッ F名としている。

調査は、 による して、調査区内に設定したトレンチを掘削し、 している土を

し 人力掘削を行った。遺物の取り上げ、地形測量等については、うも波測距器を用い、

シン技;令官コンサルの

毘は、

-~ 
，'-、

上記のシステムにカIJ

1 - 1区については、 プ

35mmカラーネ

!司スライドを{更用し

ンヘリコ ターを使用して

ステムJ上でデジタルデータとして保容した。また、土層図、個別遺構

縮尺 1/20を基本とし、微細図等は 1/10として手実測で図化した。ま

コンヘリコ した空中写真測量を実施した。

カラースライド、 モノクロ ガを主体として、 6 >く 7半日モノクロ、

はローリングタワーを使用し、 については、 フ コ

った。

図3 大平遺跡調査区配置図

4 



第 3節調査の経過

m期現地調査

第四期現地調査は、平成同年 9月21日、 1 -1区から開始した。重機による表土除去と並行してトレ

ンチ掘削を行った結果、過去の調査で確認されたものと同様の土が堆積していることが判明した。 1-

l区については、第II期現地調査で見られた祢生時代の遺物が含まれている層は確認できなかったため、

中世から近世にかけての遺物が含まれている盟層からVII層を対象として、層位ごとに調査を行った。そ

こでは、第 I期、第II期現地調査で検出されたものと同様の墓と思われる土坑が多数検出された。また、

陶磁器、銭賞等の金属製品、砥石等を主体とする石製品が出土した。平成17年 1丹、VlI層上面において、

基盤層を形成する大型の礁が多数出土したため、空中写真測量および撮影を実施することとした。

同年 1月中旬、 1 -1区の調査終了とともに、 2-2区の表土除去及びトレンチ掘削を実施し、?-

2区の調査を開始した。 2-2区においては、トレンチ掘削中に第II期現地調査で出土したものと同様

の弥生時代前期末に比定される条痕文系土器が四層から出土した。そのためIII層からVII層にかけての調

査と弥生時代の遺物包含層である明層を調査の対象とすることとした。 m層からVlI層における調査では、

1 -1区間様、多くの土坑が検出され、陶磁器を中心とした遺物が出土した。 4丹下旬、'VlI層上面にお

いてラジコンヘリコプターによる空ヰi写真撮影を実施した後、珊層の調査を開始した。しかし、第II期

現地調査で検出された弥生時代前期の遺構は検出されなかった。また、体生土器や石器類が出土したも

のの、 Vlll層におげる遺構、遺物の広がりが調査区の中央部南側に限定されたものであることが判明した。

掘削作業による調査は 5月17日をもって終了し、 5月初日に撤収作業を終え現地調査を完了した。

f"l¥ 

ζ 

仮収納していた遺物や図面等を東駿河湾整理事務所へ移動し、 9月

を開始した。現地で記録、作成した図面から遺構図、遺跡全体図、報告

書に載せるための遺構図版を作成した。また遺物については、合類、仕分け、接合、復元を行い、続け

て実測作業を実施、遺物図版を作成した。遺物の写真は、 6 x 7半日を使用して静岡県埋蔵文化財調査研

を行っ

P J 



第11章遺跡の位置と環境

第 l節遺跡の位置と地理的環境

大平遺跡(以下、本遺跡)は、静岡県駿東郡

長泉町南一色に所在する。 JR御殿場線の納米

里駅から北西に約0.5km、国道246号線バイパス

とその南を流れる黄瀬川の間に位置している。

地形的には、富士・愛鷹山と箱根外輪山の接

する地点を頂点に広がる、いわゆる黄瀬川扇状

地が黄瀬川の浸食によって形成された河岸段丘

上にあり、標高は約70m'"'-'75mを計る。

黄瀬川扇状地は、富士・愛鷹山麓と箱根外輪

山が最も近づく、裾野市伊豆島田を扇頂として、

扇端の南西部は沼津市浮島ヶ原、南東部は狩野

川低地へと続いている。今から約10，000年前、 図4 長泉町位置図

富士山から噴出し堆積した溶岩(通称、三島溶岩)の上部に、縄文海進(註 1)による粘土、シルト層

が堆積し潟湖化、その後、約2，500年前の富士山東麓の大規模な山体崩落を起源とする御殿場泥流層が

堆積して形成されたと考えられている。

御殿場泥流層は地元では「マサ」と呼ばれ、灰褐色の無層理の砂に、斜長石に富む多孔質玄武岩の礁

を含む層が何層かにわたり堆積しており、その間には層理の発達した砂層をレンズ状に挟むことがある。

乾燥すると堅く、一方で水分を含むと崩壊しやすいという特徴を有し、農耕には不適である。

黄瀬川は、富士山の南東麓、御殿場市の標高約520m地点、に起源を有する。多少の迂曲を経るが、ほ

ぽ南に向かつて流れ、清水町長沢付近で狩野川に合流する全長約30回に及ぶ河川である。黄瀬川及びそ

の支流は、約2，000年前以降、御殿場泥流層を浸食し河岸段丘を形成してきたとされている。

現在の黄瀬川は、国道246号線バイパスにほぼ並行して流れている。その流心は、西から東に向かつ

て移動してきたと考えられている。また、等高線や段丘面と段丘崖の礁の分布は、本遺跡周辺の地形が、

黄瀬川の河川活動によって形成された西高東低の河岸段丘であることを示している。

大平という地名は、黄瀬川の形成する河岸段丘上の開けた土地を示して付けられたと言われ、また、

一色という宇名は、シキ(砂磯)が広がるところ、あるいは河川に沿うところ、山麓の開拓地という意

味で、一毛作しかできない生産性の低い土地を指しているという説がある。

本遺跡周辺の土地利用については、現在は宅地及び、届舗地が中心である。しかし、江戸時代まで遡る

と、寛文12年(1672)の検地帳による一色村の田畑屋敷別等級別の構成は、田畑16町7反、畑地 1町3

反、屋敷 l町となっている。また、宝暦11年(1761)の「主人下人切支丹宗門御改帳jが示す一色村

の家数・人数構成は、「家数六拾軒 内百姓三拾軒」とあり、安永6年(1775)作の「御尋ニ付書上帳jと

一緒に整理されている、文化4年(1807)に定められた r(覚)Jには、「総家数五十二軒中本百姓四十

八軒Jとあり、江戸時代を通じた本遺跡周辺の土地利用の状況が窺える。

また、明治 9年以降の、駿河国駿東郡南一色村宇前ノ田及び石行塚の地籍図においても、本遺跡の大

部分は水田であった事が記されている。

註 l 縄文海進…約2万年前頃、海面は現在より100m以上低かったが、しだいに気温が上昇し約6，000年前頃は現海面上より 2"'3

m上昇し海岸線は現在よりも内陸部にあった。日本では、この時期縄文時代にあたるので縄文海進と呼んでいる。

6 
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第 2節歴史的環境

本遺跡周辺の遺跡を概観すると大きく 2つの特徴が挙げられる。愛鷹山麓、箱根外輪山西麓の丘陵に

位置する旧石器から縄文時代にかけての遺跡と、黄瀬川扇状地上に位置する弥生時代以降の遺跡である。

本節では、大平遺跡の調査対象時期である弥生時代及び中世の遺跡を中心に、周辺の遺跡の状況につ

いて確認したい。

静岡県の東部地域では、弥生時代前期の遺跡はほとんど確認されておらず、中期、後期のものが中心

である。ただし、本遺跡の南西約200mの地点で、芝繊機械株式会社建設に際し、弥生時代前期終末期

と推定される水神平系の条痕文の壷と遠賀川系の壷がセットで出土している(註 1)。また、本遺跡の

第II期現地調査においても、弥生時代前期末(註 2)のものと思われる住居跡 1軒が検出されており、

これは東部地域のみならず静岡県内でも稀少な検出例である。

本遺跡周辺部の弥生時代の遺跡には長泉町下長窪上野遺跡(2 )がある。本遺跡から西に700mほど

離れているが、ここからは、弥生時代後期最末期から古墳時代初めの時期と思われる住居跡17軒、倉庫

跡 l軒が検出され、土器は壷と台付聾及び鉢、高杯が出土している。約1.5km北に所在する裾野市富沢

原遺跡(3 )も同様に弥生時代後期の遺跡である。また、『静岡県文化財地名表 1.!Iによると白陰林B

""D遺跡 (4)(5) (6)、反畑E遺跡(7 )、中村A遺跡(8) (いずれも三島市)から弥生土器が採

取されている。

一方、中世の遺跡は数多く存在している。本遺跡が所在する地域は、古代から交通路として利用され

ていた事が知られている。中世初頭には、木瀬川駅から北上し、鮎沢駅(竹之下)を経て、足柄峠を超

えて相模の地へと向かう道や鮎沢沿いに相模松田へ抜ける道があったと伝えられている。

三方を険しい山々に聞まれる本地域は、古くから東国と京を結ぶ交通の要衝であったことから、中世

においては幾つもの城が築かれた。

本遺跡の北方約 1kmの地点には天神川古城(9 )が所在する。標高約115mの通称天神山に築かれた

長さ約160m、幅約100mの城域を有する城である。天正10年(1582)築城と伝えられる本城は、本遺跡

の西約500mに位置する長久保城の出城と考えられている。

その長久保城(10) は、一説に源頼朝の家臣、竹下孫八左衛門(大森)の築城と伝えられるが、『駿

河記』等によれば、天文6年(1537)、北条氏綱が今川氏の築いた古塁を修復して城にしたと伝えられ、

北条氏特有の築城法とされる畝堀が検出されている。

天神古城と長久保城のほぼ中間地点には、南一色城(11)が所在する。長さ約350m、幅約130mの城

域を有し、本郭、曲輪、空堀、土塁等が検出されているが、伝承、記録等がなく詳細は不明で、ある。長

久保城の出城という説と、『武徳編年集成』にいう f天神JlI砦Jであるとする説がある。

本遺跡の南西約l.5畑lに位置する平畦遺跡(12)は、六道銭と考えられる銭貨やかわらけが出土した

4基の土坑を含む、合計25基の土坑、溝状遺構20基を検出し、室町時代中頃から江戸時代以前の士坑墓

群と考えられている。また、南東約l.5km地点、に位置する巨勢伊予守館(13)は、通称「ヨーガフチJと

いう久保田川を東に控えた場所にあり、『駿河志料』によると、今川氏家臣巨勢(小瀬村)伊予守が居

住したとされる館であるが、遺構等の検出例はなく詳細は不明とされている。

また、本遺跡の北側約200mでは、国道246号線バイパス建設工事に伴って大平遺跡(14)が調査され

ている。中世から近世にかけての墳墓とされる土坑や杭列遺構が検出されており、長久保城二の丸、大

水濠出土の遺物と同じ年代観を示す16世紀から17世紀の遺物が出土している。

このように、本遺跡周辺において、県内で最も古い段階の弥生時代の土器が出土していること、また、

城郭を中心とした中世の遺跡が多数分布していることは、本遺跡の性格を考える上で重要である。

8 -



註 l 小野真一 1970 r駿東郡長泉町南一色出土の弥生式土器J W駿豆考古』第10号

註 2 弥生時代の時代区分については前期・中期・後期といった三時期区分が主流であったが、近年になり四時期区分、もしくは

六時期、七時期区分などが提唱されており統一された見解はない。本報告書では、三時期区分による時代区分を用いている。

図6 周辺遺跡分布図

表 4 周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名 種別 備 考 番号 遺跡名 種別

大平遺跡 墳墓群 平成 7~8 ・ 12年調査 8 中村A遺跡 散布地

2 下長窪上野遺跡 集落 昭和47年調査 9 天神川古城 城館

3 富沢原遺跡 散布地 10 長久保城 城館

4 自陰林B遺跡 散布地 II 南一色城 城錯

5 自陰林C遺跡 散布地 12 平陛遺跡 墳墓群

6 白陰林D遺跡 散布地 13 日勢伊予守館 城館

7 反畑E遺跡 散布地 14 大平遺跡(246バイパス) 散布地
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第皿章調査の成果

第 l節土層について

I 基本土層について

大平遺跡第E期調査の基本土層は、第 I期現地調査において 2-1区の土層を標準として設定された

基本土層に準じている。比較的堆積状態が良好で、あった 1-1区を標準として、第 I期現地調査時の

データと比較、検討し、第 I期現地調査の基本土層に相当すると考えられる I層からvn層について、同

様のローマ数字を付した。また、 2-2区で新たに検出された土層についてはV困層からとした。

以下に基本土層について記す。

第 I層黒褐色土

第II層灰色粘土

第困層鈍い褐色土

第IV層暗褐色土

第V層黒褐色土

第VI層黒色土

第vn層鈍い褐色砂質土

第四層鈍い黄褐色砂

第IX層鈍い褐色土砂

第X層灰褐色砂

2 各区の土層について

水田耕作土。

水田耕作土。

鉄分を多く含み、場所によっては赤褐色を帯びる。遺物包含層。

粘性がややある。砂礁をわずかに含む。遺物包含層。

砂礁を多く含む。樫色スコリアを多く含む。水田耕作の痕跡あり。

砂礁を多く合む。粘性が強い箇所がある。色調によりVIa，VIbに細分される。

遺物包含層。

砂礁を多く含む。遺物包含層。

シルト化したvn層が浸潤する箇所あり。弥生時代の遺物包含層。

円磨度が高い砂層。

シルト質。酸化し褐色が強い。

1 -1区は、調査区の西側約 1/4が削平により撹乱されていた。それ以外の地点では、概ね標準土

層が良好な状態で堆積する様子が確認できた。調査区のD-6、F-4、J-5・6、 1-6グリッド

付近では、 V層中に褐鉄鉱が集積する水田耕作の痕跡を示す土層が確認された(註 1)。また、調査区

の一部では、 vn層中にも耕作の痕跡が認められた。 IV層中において、砂礁を多量に含む再堆積層が認め

られたため、これをIVa層とし、標準のIV層をIVb層として 2分した箇所がある。 vn層の上面では、径

が 1mを超える大型の礁が多数検出され、また、調査区の中央を南北に流れる旧河川が検出された。

2-2区は、近現代において調査区の広範囲が削平されており、 I層は確認できず、 II層、田層の検

出も調査区の一部に限られており、残存していた層のほとんどがW層以下である。 vn層上面に大型の礁

は認められず、代わりに調査区の広範囲に渡って、 vn層下部に粒子の粗い砂層と細かい砂層、シルトが

互層を成して堆積しており、旧河川が流れを変えながら標準土層が形成されていく様子が確認された。

調査区の中央部南側においては、弥生時代前期末の条痕文系土器を包含する層が検出され咽層とした

が、旧河川による浸食の影響で調査区の一部に認められたのみであった。

註 l 静岡大学名誉教授加藤芳郎氏のご教示による。
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2 1 - 1区の遺構と

中世コ力、55近t設の遺構

1 -1豆、では旧河川、

( 1) m層検出の遺構(国別

土坑、

について

困層で検出された遺構は溝状遺構 1条である。

溝状遺構

S DOO1 (図 8)

された。 ごとに報告する。

S DOOlは、 I -3・1-4 ~ J-4 0 J-5・J-6グリッドで検出された。 検出された規模は長

さ31， 7m、幅0.52皿、検出面から底面までの深さO.15mを計る。遺物は近世碗 (P 、志野丸田 (p

141)、古瀬戸平碗 (P143)、瀬戸美濃大窯 4丸碗(P 176)、貿易陶磁染付碗 (p177)、古瀬戸縁粕小皿

( P 178) などが出土している。用途は不明である。

74.90m C c 

※( )内の数値は遺物番号。 Pは省略。

/411i 
74.90m B B' 

図8 1 -1区溝:伏遺構翼測図

n 

遺 物

近世(139)。志野丸皿(l4l)
古瀬戸平碗(143)瀬戸美濃

大窯4丸碗(176)貿易陶磁

染付碗(177)縁粕小皿(178)

。 1:200 5m 
』口=巴コ=

1/~~ー~
r/ 

74.90m A 

備 三Z
4 

A' 
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9 1 -1区 m層遺構分布図
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(2 ) (囲1

V層で検出さ 6 ある。

① 

大平遺跡では過去の 2回にわたる調査において数多くの集石土坑が検出きれた。主に骨、銭賞、かわ

らけ等の遺物が出土した集石土坑を墓と認定しているが、遺物が出土しなかった集石土坑についても、

形態の比較、検討から集石墓と認定し報告されたものがある。

の調査において検出された土坑については、遺物を伴うものがごくわずかであり、個々の遺構に

ついて墓と断定することは困難であったが、過去の調査の成果を参考に墓か否かを判断することとした。

S F lOi " S F 105 (図11)

S F 101はJ-5・J-6グリッドで検出された。規模は長径2.12m、短径2. を計る。平面形は

円形である。土坑中央に大型の礁が認められる。際目、人為的に配置されたものではなし礁の下部につ

いては地山層に食い込んだ状態で、検出された。大型の礁の上国は人為的に割られており、そ

坑内に充填されている。また、破砕機とは考えられない自然離も数多く認められる。遺物はかわらけが

1点出土している。

S F 105はI-6グリッドで検出された。規模は長径L 、短径1.、検出面から底面までの深

さはO.30mを計る。平面形は円形である。 SF と同様の形態の集石土坑である。本遺構からは

用途不明の鉄片が出土している。

S F 101 . S F 105ともに時期、性格について断定はできないが、同様の遺構は、第 1期現地調査時の

2 -1区でも検出され中世の集石墓として報告がなされている(註 1)。しかし、今回検出された土坑

については、礁の充填方法と覆土に相違点が認められ、近世に下る可能性を指摘しておきたい。本遺跡

は近世以降農地として利用されていたことが文献から明らかになっていることから(註 2)、農地とし

て利用する際に耕作固に突出する大型の礁の上部を割ることで平らな耕作面を作り出し、割石と周辺の

自然礁を併せて土坑内に廃棄した司能性がある。

$円02③ SFH3 (図1D

S F 102はH-5グリッドで検出された。長径1.25m、短径I.09m、検出面から底面までの深さ0.53

mを計る円形の土坑である。

S F 113は日-6グリッドで検出された。規模は長径L10m、短径0.93m、検出面から底面までの深

さはO. である。平面形は円形である。

SF . SFl13ともに遺物が出土していないため時期、性格について断定はで、きない。

S F i . S F 1 06 . S F 114 (図12)

SF はH-5グリッドで検出された。規模は長径L 、短径L 、検出聞から底面までの深

さはO.32mを計る。平面形はやや不整な方形である。覆土に割石を合む。少破片のため図示できなかっ

たが、羽釜A類が I点(写真図版11-7)出土した。

S F 106はI-6グリッドで検出された。規模は長径I.09m、短径O. 、検出固から底面までの深

さはO.34mを計る。平田形は楕円形である。覆土に割石と炭化物が認められた。土坑の北側に大型の白

られる。

S F1l4はH-6グリッドで検出された。規模は長径1.40m、短径L 、検出面から底面までの深

- i4-



さはO.34mを計る。平面形は楕円形である。覆土に割石を含む。

これらの土坑については検出状況、形態から墓の可能性が高いと判断した。

S F 104. 1 (圏13)

S F 104はH-6グリッドで検出された。規模は長径O.84m、短径O. 、検出面から底面までの深

さはO.30mを計る。平面形は楕円形である。大型の礁を配し周辺に小型の礁を充填している。

S F 108はD-4グリッドで検出された。規模は長径L47m、短径O.95m、検出面から底面の深さ

O.47mを計る大型の土坑でもる。平面形は楕円形である。土坑の中央に大型の礁を配し、周辺に礁を充

填している。遺物は出土していない。

これらの士、坑については検出状況、形態から墓の可能性が高いと判断した。

S F n9. S F 118ωS F'~ ， S F 126 (国14)

S F 119は I-6グワッドで検出された。規模は長径し 21m、短径O.84m、検出面から底面までの深

さはO. を計る。平面形は長楕円形を呈する。土坑の西側に大型の白然礁が認められる。遺物は

していない。

S F 118はJ-6グリッドで検出された。規模は長径O. 、短径O.80m、検出聞から底面までの深

さはO. を計る。平田形はやや不整な楕円形を呈する。土坑の西側に大型の自然礁が認められる。遣

はj出ゴ二していない。

S F 12.4、 SF 126はJ-7グリッドで検出された。 SF 124の規模は、長径O. 、短径O.77m、検

出面から底面までの深さは約O. 、平面形は円形である。

S F 126の規模は長径が推定で 1rn、短控O. 、検出頭から底面までの深さはO.30mを計り、平面

形は長楕円形を呈する。 SF 124がSF を切っていることから SF 126の方が先に掘られたこと

かる。

いずれの土坑にも大型の自

能性が高いと判断した。

られる。

SFl .SFlli.SFH6・SF I (悶l

は出土していなし 検出状況、 ら墓の可

S F 11 Jは平面形がやや不正の円形を呈する土坑で、規模は、長径0.7511'1、短径O. 、検出面から

底面までの深さはO. で、ある o

S F 107、SF 116 . S F 127はいずれも平面形が楕円形を去する。 SF 107の規模は長径O. 首、短径

O. 、検出面から底面までの深さがO. で、ある。 SF 116の規模は長径0.91111、短径O. 、検出

面から底面までの深さがO.15m、である。 SF の規模は長径O. m、短径O. 口、検出面から底面ま

での深さが仏 35rnで、ある。

いずれの土坑からも遺物は出土しておらず、時期、 については不明である。
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A 

/ 

A 
74.90m 

A 
75.00m 

S Fl0l 

S Fl02 

S Fl05 

¥ 
A' 

A' 

A' 

A' 

1 :40 1m 

1・40 1m 

S Fl13 

/ 
A' A L II  1 I A' 

A A' 
A' 75. 20m 

1 :20 50cm 1 :20 50cm 

①黒褐色土 (10YR3/1) ややシルト賀・租揮を主体にV層が混じる

②黒色土 (10YR2/1) しまり晶り・ V置主体・費褐色パミス吉む

③黒色土 (10YR2/1) ②膚に類似‘しまりなし

④黒色土 (10YR2/1) ②に類似・貰褐色パミスが大きい黒褐色

⑤黒褐色土 (10YR3/1) しまり強い

⑥黒褐色土(10YR2/2) しまり強い・黄褐色パミス古む

図11 1-1区 V唐土坑実測図(1 ) 

- 17-



0iJ 

(

同

〉

。
l
A
ハu
u
u

ト
l
l仙
wwu

i
o
p
-
O
 

〉
ん
ド

l
l
aヘ
-
F
L
ω
v
i
l

q

/

/

し
f
u
N【

β

ハ川ハド
I
L
¥

E
O
O
R
 

〈

今

〈

J: 

r
¥
V
 

G
¥〆
/
/
/

((//イいぜゾ一

一ケ
-xbJ
同
ト
ノ

/
/
/
L
I
¥」
FK-

凶
パ
/

Q 
() 

l 山川匂)
γγ(し二 /二

V 1¥ ~ / 

戸(~ ¥)"-レ/斗/

E
白
血
芦〈

~:二三片



A 

A 
74.90m 

¥ち久

A' 

ロ ο口

①黒褐色砂買土 (7.5YR3ハl:!i:片径10閣の様

S F108 

凸

露13 1 -1 I茎 V唐土坑実測図 (3) 
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A 

A' A 
74-.9um 

A 

74.80m 
A 

kSF111L  S6 、。SF127 

ム fyJ24VF一二¥、、¥ A i 

I:_ rベ人こ サ

A A' 1¥ A' 
?:__ ~ }i_ πー田町、 ~80m 74.90m 

①黒褐色粘貿土 110YR3/1) 
困層粒状

②褐灰色土 110YR4/1) 
V宜居 3，.._. 5 cmの醗

③黒褐色 (10YR3/2) 
やや砂質困層 3 M 5 cmの傑

Q 1 :40 1m 
=司=主主当

図"14 "1 -'1 ~属土坑実測図 (4 ) 

諜 6 1 ~ 1 !茎 V層土坑 (SF)計潤著書b

挿悶 図版 遺構名 IZ グリッ7ア晴1ft平面形態 覆土 長径(m) 短径(m) 深さ (m) 遺物一一n~~r"T帝京
2 -2 S F 101 1-1 J-5・6 V 円形 ばさばさの黒土 2.72 2.50 0.26 かわらけ (271) 中-近世 A-2 

11 S F 102 1-1 日-5 V 円形 ぼさぼさの黒士 1. 25 1.09 0.53 中@近世 A-l 
12 S F 103 1-1 H-5 V 方形 皿層 1. 66 1. 40 0.32 羽議 (800) 円.;:j0 近世 B 
13 3 -2 S F ]04 1-1 H-6 V 楕円形 黒褐色;ナ 0.84 0.60 0.30 瓦 (256) 中，近i世 A-2 

3 -1 S F 105 1-1 i -6 V 円形 V層 1. 59 1. 56 0.30 鉄片 中吟近Itt A-2 
12 4← 2 S F 106 1-1 1 -6 V 楕円形 V層 1.ω 0.93 0，34 炭化物 中・近世 B 
14 S F 107 H-7 V 橋円形 V層 0，99 0.68 。.28 中近世 D-2 
13 4 -1 S F 108 1-1 D-4 V 楕円形 ぼさぼさの黒土 1.47 0.95 。.47 L[.:::; .近世 A-2 

S F IC日 1-1 H-6 V 円形 凹 V層 1. 06 0.78 0.18 中園近世 D-2 
S FIIO 1-1 日-6 v 円汗手 m.Y層 0.73 0.67 0.19 中。近世 D-2 

14 S F III 1-1 H--6 V 円形 m.v層 0.75 0.69 0.22 中・近↑It D-2 
S F 112 1-1 H-6 V 円Tf~ m.Y層 0.77 。73 0.19 中・近世 D-2 

II S FI13 1-1 H-6 V 円汗手 m.Y層 1. 10 0.93 0.51 中近世 AB I 
12 4-4 S F 114 1-1 H-6 、r 楕円形 V層 1.40 1.10 0，34 中・近世

S F 115 1-1 E-6 V 長楕円形 IIl.Y層 1.13 0.74 0.28 中・近世 D-2 
14 S F116 1-1 j - 6 V 長楕円形 匝 .v層 0.91 0.54 0.15 中。近世 D-2 

S F 117 1-1 J-5 V 円形 皿 V層 0.68 0.56 0.36 中・近世 E 
14 S F 118 1-! J -6 、r 権円形 1lI.Y層 0.99 0.80 0.28 中・近世 E 
14 S F 119 1-1 1 -6 V :畏楕円形 m.Y層 1. 21 0，84 0.33 中・近世 E 

S FI20 1-1 J-7 V 楕円形 III'Y層 0.66 0.52 。30 中。近世 D-2 
S FI21 1-1 J-7 V 楕円形 !l[.y層 (0.82) 0.87 0.30 中・近世 D-2 
S F 122 ]-1 J -7 V 楕円形 !l[.y層 0.82 0.60 0.27 中ロ近世 D-2 
S F 123 1. j - 7 V 楕円形 III'Y層 0.60 0.47 0.09 中')丘世 D-2 

]4 S F 124 1-] J -7 V 円形 立].v層 0.78 0.77 0.17 中.，丘世 E 
S F )25 J -1 : -7 v 長楕円形 血 γ層 0.97 0.63 0.25 中 a 近世 己n 

S F 126 1-] J -7 、J 長楕円形 m.Y層 (1. 0) 0.66 0.30 中・近世 E 
S F 127 1 -] J -7 V 長楕円形 III'Y層 0.81 0.59 0.35 中・近世 D-2 
S F ]28 1 -1 J-8 V 楕円形 III.Y層 1. 02 0，70 0.37 中国近世 D-2 
S F 129 1-1 J -8 V 円形 皿 .y層 ]. 03 (0.92) 0.31 中。〕丘世 D-2 
S F 130 1-1 日 6 V 楕円形 IIl'Y層 0.71 0.56 0.13 中・近世 D-2 
S F 131 1-i 日-7 V 長楕円形 III.Y層 0.70 0.28 0.22 中ー近世 D-2 
S F 132 1-1 H-7 、J 不整円 III'V層 0.58 0.47 0.19 中・近世 D-2 
S F 133 1-1 H-6 V 楕円形 Ill.V層 0.61 0.44 0.19 中・近世 D-2 
S F ]34 1-1 日-5 V 楕円形 III.Y層 ]. 04 0.83 。10 中国近世 D-2 
S F 135 1-1 日-5 V 円形 田 'V層 ]. 08 0.94 0.10 中・近m D-2 
S F 136 1-1 H-5 v 長楕円形 Ill.V層 ]. 06 0.68 0.04 中・近世 D-2 

~C. 

プー



②小穴

S P 101 • S P 102・SP 103 ' S P 104" S P 105 • S P 106 (圏15)

S P 101 . S P 102 . S P はいずれも日-6グリッドで、検出された楕円形を呈する小穴である。 s
p の規模は、長径0.5m、短径O.37m、検出面から底面までの深さがO.8mで、ある。

S P 102とSP 103に切り合いが認められ SP 102が SP 103を切る。 SP 102の規模が長径0.52m、短

径O.43m、検出面から底面までの深さがO.19mo S P 103の規模が長径0.46m、短径O.43m、検出面か

ら底面までの深さがO.16mで、ある。

S P 104とSP 105は 1-6グリッドで検出された円形を呈する小穴である。規模は SP 104が長径

0.39n丘、短径O.34m、検出面から底面までの深さがO.12moS P 105が長径O.33rn、短径O.31m、検出

面から底面までの深さがO.15mである。 SP 104とSP l05の周辺には大型の自然醗が認められた。

SP はJ-6グリッドで検出された円形を呈する小穴で、ある、規模は長径O.51m、短径O.42rLl、

検出面から底面までの深さがO.llmで、ある。

いずれの小穴からも遺物は出土しておらず時期、性格は不明である。

一一:+と』 正三ヨρて/
〆Yし入S / P 104 /SP105 

x ス S1:コ106S P10i S Pl02 S P103 

A 包 A' 

A引 ム A' A 。A ム。 A' 

A A ^ ~ A A A' A A 

74.90m 74.90m 74.6日m 74.60m 

!翠15 1 -'i区 V

7 

註 l・2 鈴木議 1998 w大平遺跡~ (W;j)静岡県埋蔵文化財調査研究所 12~14、 3g~8n主
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(3) 

① !日河川

s 

11 1 

S ROlは調査区の中央やや西側を、北東から南西に円かっ

長さ63. 最大幅8.00m。検出面から底面まで

の河川と考えられる。遺物は出土していない。

② 土坑

S F222 0 S F ⑥ S F (図17)

2 ある。

る旧?可}ljである。

さはo. ある。

S F222、SF223はいずれも日 7グリッドで検出された。 SF222の規模

m、検出面から底面までの深さはo. を計り平面形は円形を呈する。 SF

短佳O.59m、検出面から底面までの深さはO. を測る。平面形は円形を呈する。し

._:5.'" 

c 

も

からの破砕し 含む。遺物は出土していない。 SF222ωS F223ともに、検出状況、

墓の可能性が高いと判断し "-0

S F224はF-5グリッドで検出された。規模は長径O.86n任、短径O.50m、検出面から底面ま

る時期

72 

にlOcm

ら

さo. の大型の土坑で、平面形は長楕円形を呈している。

物は出土していない。検出状況、形態から墓の可能性が高い。

に破砕{擦が充填されている。

S F260 ' S F 

いずれも

い。 vn層で検出さ

'SF 。呂 F267. S F ⑬ S F2W 0 S F ' S F ⑨ S F (図l

自然礁の近くに掘られた土坑である。各土坑の規模等については計測表を参照された

聞に構築された土坑については墓の可能J生が高いと判断、した。

S F202② S F2m • S F ⑨ SF ⑪ SF .8F 'SF2i3(園1

S F . S F 202 0 S F 232 . S F 234はいずれも径が約 1mの円形の土坑。静岡県東部地域、愛鷹山

麓の遺跡で数多、くの検出例が報告されているものである。この円形土坑のJ性格について、

跡および、国道246号線ノてイパス建設に伴う大平遺跡の調査では座棺を土葬するための墳墓でt;:lないかと

報告され(註 1)、また、猪之頭養鱒場内遺跡では肥料や濯水用のけ留め」の施設ではないかと報告され

ている(註 2)。本遺跡で検出された遺構についても埋葬施設と農業用施設の双方の可能性がある。

S F 2050 S F ・SF213はいずれもやや楕円形を呈する土坑で、覆土に径lOcmから20cmの円離を

含む。いずれの土坑からも遺物は出土しておらず時期、性格について不明で、ある。

S F (園l

S F259はH--7グリッドで検出された。規模は長径L 、短径o. 、検出面から底面までの深

さO.16mを計る長楕円形の土坑である。中央から北東側の底面において焼土が検出され、また、底面の

広範囲に渡って炭化物が認められた。骨片、遺物は出土しておらず時期、性格について断定はできない。

類似する遺構が 2-1区においても検出されている (SX21 、S 197)が、ここでも遺物は出土

しておらず、焼却施設ないしは焼却物の廃棄場所の可能性があるとしている(註 3)。

- 22 
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6 i -1区 VII麗遺構分布図



A 
75.00m 

吋フ乙と""-.

A' 

A 

A 
A' 75. 10m 

1 :20 50cm 

S F224 

~グ

A 

図17 1-1区 VII層土坑実測図(1 ) 

- 24-

L 

A' 

1 :20 50cm 

A' 

A' 

1 :20 50cm 



少に

A 

、ちに S F210 

A 

74.60m 

E 

---t-;，ぐk

S F201 

A 

A' 

A' 

¢黒褐色土 (10YR3/1) 

粘性強い・黒色土・径 1.....2cm白鶴

②黒色土 (10YR2/1) 

①より粘性強い・褐鉄鉱由沈着

③黒色土 (10YR1. 7/1) 
径 3.....4cmの隙・褐鉄鉱の沈着

①黒褐色土(10YR3/1) 

粘性強い・巣色土・径 3......4 cm由楳

②黒色土 (10YR2/1) 

①より粘性強い

A 
74.50m 

~ 
S F205 

A' 
XX¥ 

S F250 

A A' 

A' 

¥ち久
S F244 

A' 

A' A 

A A' 

A' A 
74.70m 

A' 
A' 

A' A' 

①轟褐色土 (7.5YR3/1) 粘性あり・赤褐色白錆混入

S F213 ②黒褐色土 (7.5YR3/1) 粘性あり 錆を吉まない

ム { ( J ¥ 
A' h xr / 、1

A' 

~~ 

/ 
A' 

ム rr j寸 i A 」

74.80m 

A・

A' 

n 

A 
74.80m 

A' 

①晴褐色砂置土(lOYR3/4) 

黄褐色パミス多

②黒褐色砂置土 (10YR3/1) 

貧褐色パミスごく企

③黒褐色砂質土 (10YR3/1) 

黄褐色パミス書

①黒色土 (10YR2/3) 

粘性あり・褐鉄鉱を縞状に吉む

②黒色土 (10Y買 2/3)

粘性晶り .vn躍ごく少

1 -1区V11層土坑実測図 (2) 

①黒褐色土 (10YR3/1) 

粘性やゃあり 黄褐色スコリア

②褐色土 (10YR4/4) 

vn層ブ口ツヴ

図18

-25-

1 :40 1m 



表 9 ~ m ， 1匪 VI!層土坑 F)
J帝図 図版 J，童橋名 区 グリッド 廃位 平副形態 覆土 長主主(m) 短径(111) i~さ (m) j:S::f;Z/ 時期 形態

18 5-331 15 F201l11 E"F-4 vr 円形 可f層 :ooe 1.01 0.29 
不不明明

コ:
18 5 -3 1 F 202 I 1 -j G-4 1正 円形 lV層 L04 1.00 0031 D-} 

S F2:J3 I 1ー l K-5 も喧 長橋PjHJ IVj冒 (0083) 日。 52 002C 中世 D-2 
S FZ04 ]-] K-5 叩 長橋円丹空 fv'層 (0076) (0015) (0010) 不明 D-2 

18 SF205jlー l J-7 1居 楕円形 I'!o V層 L04 0076 0.26 中世 C 
18 S F206 ]-]  1・]-7 1居 f言円形 IVo V層 0062 日。41 日13 中世 D-2 

S F207 1 -7 VJI 長楕円形 IV' V層 0075 0063 0021 中世 D-2 
S F208 1 -1 J-7 vrr 長楕円形 fj.v層 0081 0039 00 !] 中限 D-2 

S F209 J-7 1司 長楕円形 IV'V屑! 0094 0066 。18 中世 D-2 
18 S F210 J -7 v!l 円形 IV'V層 008] I 0066 0035 中世 E 近くに

S F21] ]-1 J-7 1壇 長楕円形 fj 0 v層 0078 0055 0020 中世 D-2 
S F212 ]-1 ; -7 L哩 円形 IV. V層 0057 0052 0013 中世 D-2 

18 S F213 1-1 ! -6 v!l 楕円形 IV 0 V層 0094 0072 0025 中世 C 』主
S F2]4 ]-1 H-6 Vll 楕円形 IV包 V層 0096 0.72 0026 中世 D-2 
S F215 1-1 i -7 1瓜 楕円形 IV' V膚 0096 0078 0031 中世 D-2 
S F216 日-7 四 長橋円形 IV' V層 1.24 I 0081 0013 LI:Jttt D-2 i丘くに

S F217 ]-] 1 -7 vn 円形 ]V. V層 0< 79 0075 0026 中世 D-2 
S F218 1 -7 v!l 長楕円形 NoV層 LC日 0.62 0.24 オ'tJi: D-2 i丘くに

S F219 1-] 1 -7 VlI 楕円形 IV.V庖 0.63 0050 0020 中世 D-2 i丘くに

S F220 ] -j 日 7 v!l 長楕円形 IV. V溜 1.34 0074 0024 中医 D-2 
S F221 H-7 VII 楕円形 IV'V層 1.51 L 30 0046 ll¥石(441)肥前府南器(442) 巾世? B 覆土上i

17 4-5 F222 H-7 vn 円形 1，/， V屑 日73 0072 0020 中i:l:l B 覆土上i
17 5 -2 S F223 ]-1 H-7 vn 円形 iVo V層 (). G2 0059 0020 中世 B 覆土上I
]7 S F224 1-] F-5 v!l 長楕円形 fv' . V層 0086 0050 0017 中世 D-2 3喧くに

S F225 ]-]  F-5 vn 7惰円形 IV 0 V層 。7] 0043 0018 中世 D-2 
:8 S F225 ! -1 F-5 も唖 長楕円形 JVoV層 1.07 0062 0.21 中世 D-2 i丘くに

S F227 1-] G-5 vn 楕円形 IV. ¥f層 L 08 0082 0.37 中世 D-2 

S F228 G-5 刊 楕円形 ]Vo V層 0089 日70 0016 中世 D-2 
S F229 E-5 vn 長楕円形 N'V層 (0092) 0052 0.08 中世 D-2 
S F230 ]-] ]-]-6 v!l 楕円形 lV 0 V層 (0069) 0058 0020 中性t E j丘くに

S F231 1-1 G-5 VII 楕円形 1Vo V層 0097 0073 0028 中世 D-2 
S F232 1-] G、-5 Vll 円形 IV'V層 L 05 0098 。10 中世 D-] 

S F233 ]-] t九~-5 vn 楕円形 VIJ層 0091 (0044) (0031) 中世 E 近くに

18 I 5 -3 S F234 F-4 河 円形 IV'V層 0097 0089 0015 中世 D-1 
5 -3 S F235 1-] G-4 Vll 円形 IV層 0095 0090 0015 中世 D-] 

S F2.35 1-] 1 -5 vr 楕円形 IVJ醤 0092 0083 0022 中世 D-2 i丘くに

S F237 ] -1 J-6 も喧 楕円形 IV' V層 L 3] Ll4 0022 中世 E 
S F238 ] -5 四 長楕円形 IVo V層 0095 (0031) 00 ]9 中w: D-2 

S F 239 j -5 1直 楕円形 N'V層 0070 0061 0027 中世 D-2 
S F 240 J-5 Vil 楕円形 N'V層 0.62 0.46 日12 中世 D-2 近くに

S F241 1-1 T -5 v!l 円形 IV' V層 0038 0036 0012 中世 D-2 近くに

S F 2.42 1-1 日-7 v!l 長楕円形 IV'V層 0086 0054 0.28 中世 D-2 
S F 2D.3 ]-] 日-7 vn 長楕円形 liV V層 0085 日。 60 0035 中世 D-2 

18 S F244 1-1 H-6 L哩 隅丸方形 IVo V層 0076 (0064) 0021 中位 E 近くに

S F245 i -1 ] -5 v!l 権円形 1¥1. V層 0063 0042 0016 中世 D-2 近くに

S F246 J-5 vn 楕円形 fv' 0 V層 0054 0.42 00 ]6 中世 D-2 

S F247 J -5 VII 楕円形 N'V層 0050 0039 。15 中世 D-2 
S F248 J -5 Vll 楕円形 IV. V層 0060 0050 0031 中世 D-2 近くに

]8 S F249 1-1 J -5 v!l 楕円形 IV' V層 0054 (0040) (0016) 中世 E JlIくに
18 S F250 ]-1 J -5 ¥111 楕円形 N'V層 (日。 59) I 0035 0011 中世 D-2 

S F251 1-1 J -5 ¥lll 楕円形 lV 0 V層 075lO51 003] 中世 D-2 

S F252 ]-1 日-7 VI1 楕円形 NoV層 1. 01 I (0032) 0042 中世 D-2 i丘くに

S F253 ] -1 J-5 四 楕円形 日1.V層 0063 0045 00 ]1 中世 D-2 
S F254 ]-1 1 -6 v!l 楕円形 lV 0 V層 0071 0066 0029 中j~ D-2 近くに

S F255 1-1 1 -6 も唖 円形 N'V層 L 12 L 05 (日付) 中世 E 近くに

S F256 1-1 :一日 vn 円形? IV 0 V層 (0045) (日。 87) (0030) 中世 E 近くに

S F257 ]-1 J -5 ¥111 楕円形 N'V層 0057 0039 0020 中世 D-2 
S F258 1-] J-5 1m 楕円形 N'V層 日。 45 0034 0014 中世 D-2 

18 S F259 1-] ]-]-7 v!l 長楕円形 ]Vo V層 LOO 0061 0.16 中世 C j!t)壁に布

18 S F260 ]-1 J -5 v!l 楕円形 IV 0 V層 L 10 0091 0026 中世 E 近くに

S F251 ]-] Jτ 一ーにυ vn 円形 IVo V層 0041 0034 0027 中世 D-2 
S F262 H-6 1唱 情円形 iVo V層 1. 01 0084 0024 中世 D-2 'lIくに
S FZ63 1-1 1 -7 v!l 楕円形 NoV層 0.49 0.45 0025 中世 D-2 近くに

S F264 r -8 刊 円形 1'1. V層 0.73 (0059) 0030 中世 D-2 
S F265 ]-] 1 -6 Vll 楕円形 IV'V屑 日。 80 0074 0039 中世 D-2 7丘くに

S F26e J -] 1 -6 v!l 楕円形 IV'V層 0053 0047 0029 中世 D-2 j丘くに

S F257 1-] 1 -5 vn 楕円形 N'V層 (007) 0.45 0019 中世 E 1丘くに
S F2し当 1-] 1 -5 vn 楕円形 IVo V層 0055 0055 0025 中世 D-2 

S F269 J -8 v!l 円形 N'V層 (0055) (0057) 0012 中世 D-2 
S F270 ]-1 1 -5 VH 楕円形 IVo V層 1.01 0057 0015 中世 D-2 i丘くに

S F271 Iく 5 v!l 楕円形 NoV層 0097 0070 0012 中世 D-2 

18 S )'272 J -5 i宜 楕円形 IV'V層 1.0; (006l) (0.10) 中世 L→ J 近くに

S F273 1-1 1 -7 Vll 楕円形 ]V. V層 0052 0038 0024 中世 D-2 j丘くに

S F274 )-] 1 -5 v!l 楕円形 IV・V層 0082 0068 0030 中世 D-2 JiIくに

S F275 j -1 1 -5 v!l 長楕円形 N ・V層 0.60 0036 0.3 中世 D-2 

S F276 ]-1 1 5 v!l 長楕円形 IV固 V庖 0065 0036 0006 中世 D-2 

S F277 H-5 河 長楕円形 IV'V層 0070 (0.47) 00 ]5 中世 D-2 
S F278 1-1 G-5 vrr 長楕円形 IV 0 V層 0076 0.42 0007 中世 D-2 

S F279 1-1 G-5 v!l 楕円形 IV'V層 0049 0038 0023 中位 D-2 

S F280 j -1 F-5 v!l 長楕円形 五T.V層 0059 0039 0015 中世 D-2 1丘くに

S F281 ]-j ?-5 VlI 長楕円形 NoV層 0060 0029 0014 中世 D-2 近くに

S F282 ]-1 J -6 v!l 長楕円形 N'V層 0067 (0059) 0010 中世 D-2 'lIくに
S F283 1-] J -6 Vll 1'1青円両手 IV 0 V層 0054 0042 I 0009 中世 D-2 
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③ 

s p ""'S P S P210，...，S P 3 (図19)

S P20l~2師、 S P 210'""-'213は、長径が最小のものでO.38m、最大のもので0.66mを計り、不整な円

形ないしは楕円形を呈している。検出面から底面までの深さは、最も浅いものでO.07m、最も深いもの

でO.20mで、ある。

s P 205~ S P 208は幾つかの小穴が近接し、グループを形成するように検出されている。いずれの小

穴からも遺物は出土しておらず時期は不明で、ある。

また検出状況から建物を想定する事が難しいこと、第n期現地調査において擦の聞に構築された小穴

を中世墓と認定したことから、これらの小穴についても、火葬骨だけを埋葬した墓で上部構造が流出し

た可能性が高いものと判断した。

/ S P201 。
A 

74. 10m 

A …丸ヨC6 A 

A 

74-. 10m 

7pq 

¥SP2031  

S P202 。:U A' A ~/ I¥' 

74.101'11 

(])黒褐色砂f壁土 CIOYR3/2) 

ム16
--fンぐb九 S P208 。A' A A' 

A A 

国19 1 -i区別j層

A 

A 

75.00n口

、、~ちく¥

A 

o. Il 

0.07 

0.13 

0.10 

0.09 

C.1O 

S P204 。
S P210 。

A' 

A' 

A 

A' 

中山

中iJt
t:f:::lli 
中liI:
，b{廿
中世

/ SP205 。A A' 

A A 
74. 30m 

/、(〆l ψ戸S P211 

A 。1: 

A A 

74.30"口

」ーニ=ZZ35J

欠番



④ 

s ' s 
s は1--4・]-4グリッドで検出された。規模は長径3. 、短径10 、検出面から底固ま

での深さはO. を計る。覆土中に炭化牧!と焼士を含む。また遺構の周辺でも広い範囲で焼土が認めら

れた。

S X204もほぼ同様の規模を

材や丸木材が多量に含まれる。

る。北側に炭他物と焼土が集中し、中央から }ヲa

V'- した板

l期現地調査時に 2-1区で検出された SX21123も、同様に長楕円形の土坑に炭化材が多量に含

まれていたが、壁面や床面 けた痕跡は認められず炭化材の廃棄施設として報告されている〈註 4)。

しかし覆土内の焼土及び周辺での焼土の検出から SX202 ' S X204については焼成遺構の可能性が高

いと考えられる。

A A 

1: 
~ 
司トー

CI黒褐色土(7.5YR3/1) 炭化物 a 焼止

G1褐色土 (7.5YR4/3) 咽層が被熱し赤化
①黒色土 (7.5YR1/1) 炭化物径 3cmの炭化物

事明赤褐色士 (5YR5/8) 焼土域

図 1~ i区vn層不明遺構実図

表n 1 ~ 1区 VII層不明遺構 (S 計測覆

註 1 小野真一・植松主主八。尾形礼正。秋本真澄@平林蒋信1976W~隼場上 e 平畝遺跡』長泉町他

平川昭夫 c袴田稔(編)1982 ~長久保域社(八幡曲輪。上野南。大水濠) 大平遺跡』長泉町他

註2 馬飼野行雄@渡井英誉 1994 ~猪之頭養鱒場内遺跡』富士宮市教育委員会

註 3. 4 鈴木譲 1998 ~大平遺跡~ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所 64頁、 56~57頁
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2 中世から近世の遺物

本来層位ごとに報告すべきで、あるが、遺跡形成過程における非文化的プロセスの影響が大きいこと、

小破片が多く図化できるものが限定されることから、中世の遺物、近世の遺物のように時期ごとに区分

して報告する(註 1)。中世の遺物に関しては出土点数を別表に記載した(表13・19)。

( 1 )中世の遺物

瀬戸美濃製品(図21-1 -14、写真図版9-1-3、11-1 ) 

瀬戸美濃の製品は古瀬戸段階と大窯段階の製品が出土している。古瀬戸の製品が23点、大窯の製品が

11点、古瀬戸後N"-'大窯3の揖鉢が9点、合計43点である。

図21-1は後W古段階の縁粕小皿、 2は直縁大皿、 3は卸目付大皿である。 4は合子あるいは双耳小

壷の蓋、 5は古瀬戸後W新の縁紬小皿、 7は腰折皿である。

大窯段階の製品は、 11は天目茶碗、 12は2"-'3期の丸皿、 13は4期の丸碗である。

志戸自製品(図21-15-17、写真図版9-4、11-2) 

志戸自の製品は 7点出土した。古瀬戸後W新段階併行が4点、大窯期が3点である。図21-15の平碗、

16の縁紬小皿はいず、れも後N新段階併行の製品。 17は大窯期の皿類である。

貿易陶磁器(図21-18-23、写真図版10-2) 

貿易陶磁器は15点出土し、その内 6点を図化した。図21-18は龍泉窯系の青磁連弁文碗のA6類、大

平遺跡出土の貿易陶磁器の中では、古手の製品である。菊川市の伊平遺跡、裾野市大畑遺跡上屋敷地区、

伊豆の闇市御所之内遺跡第13次調査で出土例が報告されている(註 2)。

20は白磁皿B群、 21は染付皿B2群、 22は染付碗C群、 23は樟州窯系の染付碗で見込みに蛇の目紬剥

ぎが施される。

常滑製品(図22-1、写真図版10-1 ) 

常滑製品は26点出土した。内 l点を図化した。図22-1は11型式に比定される警の口縁部。常滑の製

品は 3"-'4形式に比定される聾が4点、 8形式に祐定される警が 1点出土しているが、主体は11型式で

ある。

内耳鋼羽釜耳質陶器(図22-2-7、写真図版9-5) 

羽釜は 4点、内耳鍋は 7点、瓦質陶器は l点出土した。図22-5と6はいずれも16世紀に比定される

内耳鍋の口縁部。 2、 3、4は伊勢湾系の羽釜A類。 7は瓦質の火鉢である。

かわらけ(図22-8 -9、写真図版11-3) 

かわらけは76点が出土し、接合後の破片数は63点である。小破片が多く、図化できたものは 2点のみ

である。図22-8は口径が6.1cmの小型の製品で口縁に煤の付着が認められる。 9は底径5cm前後の中

型のかわらけである。

三島市の長伏・六反田遺跡、伊豆の国市の御所之内遺跡出土のかわらけと類似点が認められ、いずれ

も在地で焼かれた15世紀後半"-'16世紀前半の範轄に収まるものである(註3)。
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(2 )近世の遺物(図22-10......18、写真図版11-4、 5)

近世以降の遺物として近世から近代の陶磁器類が出土した。近世の遺物は60cmx 40cm x lOcmのコンテ

ナで約 2箱分が出土したが、小破片が多く図化できたものはその内の 9点である。

図22-14はくらわんか手の丸碗、 12は瀬戸美濃系の灰柚の灯明受皿で19世紀に下る製品である。 17は

灰紬の筒型碗か香炉で18世紀中頃の信楽の製品か。 18は瀬戸美濃系の播鉢E類で18世紀後半の製品であ

る。近世の遺物は18世紀後半から19世紀の製品が出土遺物の中で高い割合を占めている。

(3 )金属製品・石製品

銭貨(図23-1 ...... 6、写真図版11-6) 

図23-1は至和元賓、 2及び3は初鋳年1636年の寛永通賓。 4と5は「文銭」と呼ばれる初鋳年が

1668年の新寛永通賛である。

鉄砲玉(図23ー7......13、写真図版11-6) 

図23-7"-' 13は鉄砲玉である。いずれも表面が白色を呈している。第 I期現地調査においても15点の

鉄砲玉が出土しているが、蛍光X線による分析の結果全て鉛玉であった(註4)。

鋳張りの痕跡が12で確認できる。また、湯注ぎの痕跡と考えられるへソが7で確認できた。酸化によ

る径の変形により本来の直径を正確に測定する事はできないが、現状での最大径を「井上流近要流j の

玉割表に当て撮めると、 7"-'9は直径が12.0"-'12.2mmで三匁玉、 10は直径12.5皿で三匁五分玉、 11"-' 12 

は直径が13.4"-'13.5mmで、四匁玉、 13は直径14皿で四匁五分玉となる。

釘類(図23-14......16、写真図版11-6) 

図23-15と16はいずれも現存する長さが約6.8cmで二寸五分釘と考えられる。金箱文夫氏の分類(金

箱文夫 1984)における頭っくり出し類と考えられる(註 3)。

石製品(図23-17......19、写真図版11-6) 

図23-17は流紋岩製の手持ちの砥石、 18も同じく流紋岩製の抵石。 19は粘板岩製の碁石の玉である。

註 l 中世から近世の出土遺物の分類には、当研究所河合修氏の協力を得、特に中世の遺物に関しては、伊豆の国市教育委員会

池谷初恵氏にご教示頂いた。また、瀬戸美濃製品の編年については、藤津良祐氏の編年をもとにした。貿易陶磁の編年につ

いては、『静岡県の中世社会(資料編) (菊川シンポジウム実行委員会 2005)を参考にした。

註 2 菊JlIシンポジウム実行委員会 2005 w静岡県の中世社会~ (資料編〉

註 3 伊豆の国市教育委員会池谷初恵氏のご教示による。

註 4 鈴木譲 1998 w大平遺跡~ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所 132頁参照。
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表12 1 -1区出土遺物観察表

挿図 写真図版 区 番号 器種

2]ーl 9-] ] ] 356 縁柚小皿

2]-2 9 -] ]-] 266 直縁大皿

2]-3 9-] ]-] ]82他 卸日付大皿

2]-4 9-] ]-] ]75 合子か双耳小査の蓋

2]-5 11-] ]-] 36] 縁紬小皿

2]-6 11ー7 ]-] ]78 縁紬小皿

2]-7 9 -] ]-] ]70 腰折皿

2]-8 11ー7 ]-] ]43 平碗

21-9 9-2 ]-] 260 播鉢

2]-]0 9-3 ]-] 396 揺鉢

2]ー11 9 -3 ]-] 242・297 天目茶碗

2]-]2 9-3 ]-] 47 丸皿

2]-]3 11ー7 ] ] ]76 丸顔

2]-]4 11-7 ]-] ]4] 志野丸皿

122ー 719-41]-]1

22-10 11-5 ]-] 223 丸碗

22ー11 11ー7 ]-]  ]39 丸碗

22-]2 11-4 ]-] 4]5 灯明受皿

22-]3 11-5 ]-] 306 片口鉢

22-]4 11-5 ]-] 105 染付丸碗

22-]5 11-5 ]-] 245 小杯

22-]6 ]-] 9 丸皿

22-]7 11-5 ]-] 353・369 筒型碗

22-]8 11-5 ]-] ]8 播鉢

挿図 写真図版 区 番号 名称

23ーl 11-6 ]-] M]5 至和元資

23-2 11-6 ] ] M2 寛永通賓

23-3 11-6 ]-] M4 寛永通賓

23-4 11-6 ]-] M3 寛永通費

23-5 11-6 ]-] MIO 寛永通賓

23-6 11-6 ]-] M9 不明

挿図 写真図版 区 番号 名称

23-7 11-6 ]-] M8 鉄砲玉

23-8 11-6 ]-] M11 鉄砲玉

23-9 11-6 ]-] M]4 鉄砲玉

23-10 11-6 ] ] M] 鉄砲玉

23-11 11一日 ]-] M20 鉄砲玉

23-]2 11-6 ]-] M]2 鉄碍玉

23-]3 11-6 ]-] か113 鉄砲玉

瀬戸美濃製品観察表

遺構・グリッド 層位
法量(cm)

口径 底径 器高

J-6 V (11. 8) 

J 5 N (28.0) 
G-4 N (36.4) 
F-4 N 2.25 
J-5 V (11. 0) (6.4) 2.2 
S DOO] 国

1-6 皿 (11. 5) 
S DOO] 上層

] 5 E (10.2) 
D-3 V (28.1) 

]-4 N (10.6) 
] 6 E (5.4) 

S DOO] 盟 (5.5) 
S DOO] 上層 (11. 4) (7.2) 2.0 

日-5 N 2.9 
SD日日1 上層 (10.2) 
]-7 VI 9.7 3.3 2.2 
] -5 国

]-5 E (4.0) 
]-4 N (3.3) 
D-5 E (9.8) (4.4) (1. 9) 
J-5 日f 4.7 
D-5 阻 (33.0) 

銭貨観察表

遺構・グリッド 層位
法量(cm)

直径 重量 孔径

H-3 N 2.3 1.3 0.8 
E-5 皿 2.4 2.2 0.6 
E-4 回 2.4 2.4 0.6 
E-4 皿 2.5 2.0 0.6 
K-4 回 2.45 1.6 0.6 
G-4 N 2.0 1.2 0.6 

鉄砲玉観察表

遺構・グリッド 層佼
法量(cm)

最大径最小径重量(g)

E-5 皿 1. 22 1. 2] 7.2 
J-4 日f 1. 20 1. 20 8.3 
J-4 N 1. 2] 1. ]7 7.8 
D-5 皿 1. 25 1. 22 8.9 
K-6 国 1.34 1. 26 8.8 
J-4 N 1.37 1. 25 10.0 
J -4 N 1.40 1. 34 ]1. 4 
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色調

褐 7.5YR4/4 
オリープ黄 5Y6/3 
オリープ黄 5Y6/3 
暗オリープ 7.5Y4/3 
灰オリ}プ 7.5Y5/3 

オリーブ 5Y5/4 
オリープ黄 7.5Y6/3 
オリーブ黄 5Y6/4 
暗褐 IOYR3/4 
暗褐 7.5YR3/3 
黒褐 IOYR2/2 
浅黄 2.5Y7/4 

黒 N2/
灰白 5Y8/2

| 灰白 N8/ 1 

灰白 7.5Y8/] 
にぷい黄燈 10186/4 

灰白 5Y7/2 
褐 7.5YR4/4 

明緑灰 7.5GY8/] 
灰白 N8/ 

オリープ 5Y5/4 
灰白 5Y7/2 

暗褐色 7.5YR3/4 

書体

室長書

不明

鋳張り

有り

時期/産地等

古瀬戸後N古

古瀬戸後N古

古瀬戸後N古

古瀬戸後W新

古瀬戸後W新

古瀬戸

古瀬戸後W新

古瀬戸

古瀬戸後W新~大窯3
瀬戸美濃大窯2
瀬戸美濃大窯

瀬戸美濃大窯2~3

瀬戸美濃大窯4
瀬戸美濃大窯4

志戸呂後W新併行

志戸呂後N新併行

志戸呂大窯

樟州窯系

]6C前~中

]5C後半

]5C後半

]5C後半

]6C位
]6C位

]6C位

15C後半

]5C後半

瀬戸美濃 ]8C代
瀬戸美濃近世

瀬戸美濃 ]9C代
瀬戸美濃 ]8C代

肥前 ]8C代
肥前 ]8C後半~]9C中

不明

信楽か

瀬戸美濃 ]8C後

初鋳年代

1054 
]636 
]636 
]668 
]668 

不明

ヘソ

有り

分類

頭っくり出し

頭っくり出し

石材

流江紋岩

流は紋岩

粘板岩

備考

鉄紬

l飽，237，268と接合

鉄糊神座窯

飴粕

くらわんか手

被熱

E類

備考

古寛永

古寛永

文銭

文銭

備考

ー匁玉

三匁玉

三匁玉

三匁五分玉

四匁玉

四匁玉

四匁五分玉
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3節 2 -2区の遺構と

蛇生時代の遺構と着物

2- 区においては、

これは第u期現地調査で検出さ

調査においては 4区の西側で限定的

限られた範囲でのみの検出となった

(1)師生時代の遺構

S R. 

しユ

中央部下半において検出された。

(第IV層註 1)と同じ士、層と考えられる。第n期現地

されたが、本調査2-2区においても同様に調査区の

(図24)。

S R02は、弥生時代の遺物が出土した四層で検出された。調査区のほぼ中央に北東から南西方向に

かつて流れる旧河川である。検出された規模は長さ 19. 、~.癌60 で、ある。第 H期現地調査で検出

された河道跡 lと同ーの河川と られる。 SR仰の左岸におい して出土した。

(2)臨生時代め遺物(臨 写真図版12)

調査区中央部、 F-23・24グリッド、 E-240 25グリッドから出土している。出土した遺物は土器と

石器である。

土器(第26図)

土器は全て条痕文系のものである。明らかに部位が分かるものを除くと、小片が多いため、器種の判

断は難しいが、大半は奮と考えられる。 1は口縁部から胴部下半まで約1/3が残存している。胴部の張

りは弱く直線的に立ち上がり、口縁部は緩やかに聞く。器問全体は 5本単位の茎束状原体による斜方向

の条癒が施される。口縁部外国には横長の緩い押圧が施され、その直下は強いナデにより条車を消して

いる。内面は口縁部がナデ、胴部上位から下位にかけてはケズリの後ナデが施されている。 2• 3は蓄

の口縁部の破片である。謂整方法は:と同じであり、また胎土@焼成も類似しており、同一個体の可能

も持つが、口縁部の開き方が異なる点、また口縁部直下のナデの幅の違いから別個体としておく。 8

は胴部下半から底部にかけての破片である。 1と同様の斜方向の条痕が施される。底部裏面は剥離が著

しく調整は不明である。この破片は調整・胎土・焼成から lと同一個体と考えられる。 4"'24は聾胴部

の破片である。茎束:1犬原体による斜方向を中心とする条痕調整が施される点で共通している。条痕につ

いては太いタイプ (4.、細いタイプ (5.10，11. 、中間的なタイプ (6. 7 . 9 . 12 0 l3 . 

15 . 17 . 18 . 21 . 23 . 24) に分類できそうである。 16. 20は小片のため、また22は剥離のために分類で

きなかっ~。

石器

1は黒曜石製の石錬の未成品である。 2は黒曜石製のJ模形石器である。 3は磨・叩石である。不整楕

を用いたもので、両面lこ磨痕と蔽打痕が認められるが、両端及び側縁の敵打

ある。角の稜が明瞭な輝;日安山岩を用いて、 3辺からの剥離を行うことで刃部を

り出している。

註 1 佐野勝彦・氷上綾子 2001 ~大平遺跡 II ~ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所 2頁
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表14 2 -2区弥生時代出土遺物観察表

土器

写真
法量(佃)

挿図
図版

番号 グリッド 層位 口径
現存高 厚さ

焼成 色調 胎土 備考

底径

26ー l 12-1 542ft包 F -23 四 (28.6) 23.0 0.6 良 にぶい貧褐 IOYR 4/3 径0.5~ 1皿の石英径0.5皿の雲母・長石 口縁

26-2 12-2 883 F -23 1届 3.3 0.7 良 黒褐 2.5Y 3/1 石英雲母径0.5~ 1. 0皿の白色粒子 口縁

26-3 12-2 918 F -24 1岨 3.9 0.6 良 黒褐色 2.5Y 3/2 
径0.5~2阻の白色粒子

口縁
径0.5mmの透明・赤色・黒色粒子

26-4 12-2 519・520 F -23 咽 8.3 0.8 良 にぶい檀 7.5YR 6/4 
径0.5皿の白色粒子径0.5皿の透明粒子

胴部
径0.5~1 皿の赤色粒子

26-5 12-2 521・933 F -23 1腫 5.4 0.6 良 黒褐 2.5YR 3/1 
石英径0.5~ 1 mmの白色粒子

胴部
径0.5皿の黒色・赤色粒子

26一日 12-2 541・593 F -23 VJ[ 4.3 0.65 良 黒褐 2.5YR 3/2 
径0.5~1 皿の白色・黒色・透明粒子

胴部
径0.5~2皿の赤色粒子

26-7 12-2 591 F -24 VJ[ 3.3 0.6 良 樫 7.5Y丑6/6
径0.5~2皿の白色粒子

胴部
径0.5凹の透明・黒色粒子

26-8 12-3 542~也 F-23 VJ[ (7.3) 9.8 0.7 良 褐色 7.5YR 4/6 径0.5~3阻の白色粒子径0.2阻の黒色粒子 底部

26一日 12-2 598 F -24 VJ[ 1.9 0.65 良 檀 7.5YR6/6 
径0.5~2 皿の赤色・透明粒子

腕部
径0.5醐の白色・黒色粒子

26-10 12-2 604 E-24 咽 2.05 0.6 良 にぶい赤褐 5YR 5/4 
雲母径0.5~ 1 mmの白色粒子

腕部
径0.5mmの透明粒子

26ー 11 12-2 692 E-24 1掴 1.4 0.65 良 黒褐色 10YR 2/2 
雲母径0.5~ 1. 5皿の白色粒子

胴部
径0.5皿の透明・金色粒子

26-12 12-2 881 F -24 1唖 3.01 0.6 良 にぶい黄褐 IOYR 6/4 
径0.5~ 1. 5阻の白色粒子

胴部
径0.5醐の透明・黒色粒子

26-13 12-2 885・895 F -23 VJ[ 3.7 0.7 良 黒褐 2.5Y 3/2 
黒雲母径0.5~ 1醐の白色粒子

胴部
径0.5mmの透明粒子

26-14 12-2 893 F -23 VJ[ 5.31 0.65 良 にぶい黄褐 10YR 5/4 
径0.5~ 1醐の白色・透明粒子

胴部
径0.5~2醐の黒色粒子

26-15 12-2 896 F-23 V圃 3.9 0.6 良 精灰黄 2.5Y 4/2 径0.5~ 1阻の白色粒子径0.5凹の透明粒子 胴部

26-16 12-2 897 F -23 VJ[ 1.5 0.55 良 黒褐色 2.5Y3/2 径0.5~ 1. 0mmの白色粒子 胴部

26-17 12-2 899 F -23 VJ[ 3.3 0.55 良 黒褐色 2.5Y 3/2 
黒雲母径0.5~ Immの白色粒子

胴部
径0.5mmの透明・黒色粒子

26-18 12-2 901 F -24 四 3.7 0.55 良 にぷい黄褐 7.5YR 6/4 
径0.5~ 1阻の白色粒子

胴部
径0.5阻の透明・黒色粒子

26-19 12-2 908・910 F -24 咽 4.5 0.65 良 にぶい黄褐 10YR 5/4 
径0.5~ 1醐の白色粒子

胴部
径0.5mmの透明・黒色粒子

26-2日 12-2 911 F -24 咽 1.2 0.55 良 灰賞褐 10YR 4/2 
径0.5~1 阻の白色粒子

胴部
径0.5醐の透明・黒色粒子

26-21 12-2 912 F -24 1圃 4.4 0.65 良 明黄褐 IOYR 6/6 
径0.5~ 1醐の白色・透明粒子

胸部
径0.5皿の黒色粒子

26-22 12-2 913 F -24 1唖 6.2 0.5 良 燈 7.5YR6/6 
径0.5~2阻の白色粒子

胸部
径0.5~1 阻の透明粒子黒色粒子

26-23 12-2 914 F -24 VJ[ 1.3 0.55 良 にぶい黄褐 IOYR 5/4 
径0.5~1 阻の白色粒子

目同部
径0.5mmの透明・黒色粒子

26-24 12-2 915 F -24 1皿 3.4 。‘65 良 にぶい黄 2.5YR6/4 径0.5mmの白色・透明粒子 胸部

石器

写真
法量(cm)

挿図
図版

番号 グリッド 層位
長さ 幅 厚さ 重量匂)

器種 石材 備考

27-1 12-5 919 F -23 VJ[ 2.4 1. 55 0.65 1.8 石鍛 黒躍石(諏訪星ヶ台群産) 未製品

27-2 12-5 539 F -23 VJ[ 2.1 2.3 0.9 3.4 模形石器 黒擢石(諏訪皇ヶ台群産)

27-3 12-6 921 F -23 VJ[ 14.6 9.2 3.7 545.5 磨石 火山際凝灰岩

27-4 12-4 922 F -23 VJ[ 13.1 12.4 5.55 1250 機器 輝石安山岩
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した。

土坑

SFr 'SFI 

F 138はB-24グリッドで検出された。規模は長径O，77r11、短径0，口、検出面から

さはO. である。平面形は楕円形を呈する。南側に一段低いピット状の窪みを有する。

らけと骨片が出土している。

までの深

らかわ

S F 139もB-24グリッドで検出さ

さはO.04mで、ある。平面形は楕円形を る。覆土中

、検出国から底固まで

骨片が出土し~。

S F . S F 139は今回の調査において骨片が出土した唯一の土坑である。

V層で 検出した。

j溝蕎状遺構

8D'1 

S DI叩02はG一2出5グリヅドで

最大の深探vさはo1凶4mを計る O 断面の形態は浅いU宇状で、西側から東側に向かつて傾斜している。

は出土しておらず時期司性格等は不明、である。
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(3) 

VIl層で検出さ 旧河J113基、 j膏;1犬遺構 l ある。

① !日河川

S R (~3D 

S F~03tj、調査区の東端を北東から南西向かつて流れる旧河川で、検出された規模は長さ 27.6m、幅

4. 1m、深さ L5mである。粗粒、の砂と細粒の砂が亙層となって堆積している。その土層中位で、径20cmか

らの礁が組み合わされている様子が確認できたことから、ある時期に石組の護岸が新たに構築され

たと考えられる。遺物は常滑 3""4 形式、 9~1l形式の議、古瀬戸後IV新の播鉢、古瀬戸後W新~大窯

1期の播鉢、貿易陶磁青磁碗B4類、瀬戸美濃大窯 4期の丸皿、回世紀後半のかわらけ等が出土してい

る(写真図版15)。

S R04 (闘)

S R04はF-25. F -26グリッドでオi食出された。北西から南東方向に向かう。検出された規模は、長

さ約6.8印、幅約4. 、深さo. で、ある。粒子の細かい砂とシルト質の砂が堆積しており、穏やかな

流れを窺わせる河川である。遺物は古瀬戸後Wの直縁大皿、常滑11形式の鉢、 15世紀後半のかわら

出土している(写真図版16-1 )。

S R (図

s は調査区の北端で検出された旧河川であるが、検出できたのはごく一部で主体は調査区の北側

となる。検出された規模は長さ約25m、最大幅5.9m、検出面から底面までの深さはO.3mである。遺物

は古瀬戸後聞の平碗、常滑 9~ll形式の吾、 15世紀後半のかわらけが出土している(写真図版16- 1 )。

② 溝状溝橋

S D20i 

S D20日立 F-22グリッドで検出された。規模は長さ約1.、最大幅O. 、検出面から底面まで

の最大の深さはO. で、ある。断面の形態はU宇状である。遺物は出土しておらず時期@性格等は不明

である。

③ 土坑

S F " S F 285 " S F 0 S F 289 . S F ・SF 291 ' S F ' S F ・SF294 0 S F 

S F296 ' S F (悶33)

S F302・SF . S F ⑩ S F ' S F ⑬ S F • S F 298 (図34)

いずれも円形の土坑で、最大のもので長窪L27m、最小のもので長径O. を計る。 SF 284から S

F297については、前述の埋葬施設と農業用施設の双方の可能性がある円形土坑と判断した。 SF . 

S F 0 S F 291 . S F 292 0 S F . S F 296 0 S F 287， S F 299からは15世紀後半のかわらけが出

土している。覆土は砂質の土に炭化物、鉄分を含むものが多い。 SF287から SF302はやや形態の異な

る円形土坑で、ある。 SF302カコらは15世紀代の羽釜A類が出土している。 SF300は底部に擦が認められ、

その下部で炭化物が検出された。 SF 298 . S F 301は人為的な埋め戻しの痕跡が認められた。



23456789  

1-1区

21 22 24 28 25 26 27 23 
A 

人
B 

c 

D 

ff)SF288 

O
抑

制も

E 

F 

G 

H 
1 :500 20m 

図30 2 -2区V11層遺構分布図

-45-



SR04 
、、

.鎚3
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.676 

.651 
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.836 ."5 

A' 

① 黒褐色砂 (10YR3/1) 径4.....5cmの磯

② 灰貴褐色砂 (10YR4/2) 呂田組い川砂

③ 黒褐色砂 (10YR3/2) 自由粗い川砂

④黄灰色砂 (10YR4/1) ややシルト質

74.5加旦 B' 

V-VI 

①黒褐色土 (10YR3/2) 耕作土

②晴褐色土 (10YR3/3) 耕作土

③黒褐色土 (10YR3/1) 耕作土

④灰黄褐色土 (10YR4/2) N層と四層が患じる

⑤民褐色土 (10YR4/1) シJレト やや粘性晶り

⑥黄灰色土 (2.5YR4/1) シルト やや粘性晶り

⑦ 暗褐色土 (10YR3/3) 

⑧褐色砂磯 (10YR4/4) 径4-5柵白砂礁

⑨ 灰褐色土 (10YR4/1) シルト質

日
⑩ 灰貴褐色砂 (10YR4/2) ややシJレト質

⑪褐色砂 (10YR4/4) 粗粒砂鉄分沈着

01:1∞ 2~ 

図31 2 -2区V11層旧河川実測図(1 ) 
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、久

①褐色砂置土 (10YR4/6) 様(班層棺当)

②褐色砂質土 (10YR4/邸 機事い(四磨棺当)

鉄分凝縮層

①暗褐色土 (10YR4/3) 径3cmの小磯鉄分の凝結する箇あり (ill漕棺畠}

②黒褐色砂質土(7.5YR3/2) 褐色スコリア世量 鉄分が凝縮する箇所晶り(!v層相当}

③褐色砂(7.5YR4/4) 痩化する (V層相当)

④ 暗褐色砂 (10YR4/4) 困層相当の砂護人(百層相当)

⑤褐色砂 (7.5YR4/4) やや粘性晶り(羽層相当)

⑥黒褐色土 (10YR3/2) 粘性あり 褐色スコリア書

⑦黒褐色土 (10Y罰3/2) 粘性あり 褐色スコリア世

⑧黒褐色砂置土(7.5YR3/2) 粘性あり 褐色スコリア

?1:1∞ 2~ 

図32 2 -2区四層旧河川実測図 (2) 
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A' 

A 
73.40m 

A' 

②黒褐色砂 (10YR3/1) 四層粒状

イG12
¥ 

S F294 

A' 

73 

在暗褐色砂質土 (10YR2/3) 粘性やゃあり・唖贈少

a暗褐色砂置土 (10YR3/3) 粘性やや晶り .VII屠事

S F295 

①黒褐也砂置土

咽磨炭化物鉄分・褐色スコリア

②黒褐色砂責土

VII層褐色スコリア~

③黒褐色砂置土

73 

73 

①巣褐色土 (10YR3/1) 

粘性やや晶り嗣 VII層粒状'炭化物少

②黒褐色土 (10YR3/1) 

粘性やゃあり 'VII層土混じり無

1SF290  

引 36¥.._.....--"" 

A ¥ ¥ J A' 

" " /力'<..~ /ク、、 、』ーワヲ

-， --喝ーー-， ム，
A ~ 
n50m 一一

/:CJ 
73 

A A' 

①黒褐色砂質土(lOYR2/3) 粘性やゃあり

VII閤炭化物金量

②黒褐色砂質土 (10YR2/3) 粘性やゃあり 'VII層事

③黒褐色砂置土 (10YR2/3) 暗褐色砂書

①黒褐色砂質土 (10YR2/2) 

粘性やゃあり・四層・鉄分

②黒褐色砂置土 (10YR2/3) 

B 

粘性やゃあり 'VII層 黒褐色白粘質土ヲロック

③黒褐色砂置土四層と黒褐色土の混土

A' 

在黒褐色土 (10YR3/1) 粘性晶り 'VII層粒状

<i呆褐色土 (10YR2/2) 粘性晶り

③黒褐色土(10YR4/2) 粘性晶り・炭化物密

④灰貴褐色土 (10YR4/2) 四層とN層の混土

⑤黒褐色土 (10YR2/2) 粘性晶り

A' 

A' 

可 q、 SF297 

A 

①巣褐色砂茸土四層

②黒褐色砂質土困層

@晴褐色砂置土 VII層と黒褐色土の瀧土

④撹乱

73 

①黒褐色砂置土粘性晶り 四層

<i黒褐色砂貰土班層多

③黒褐色砂置土四層

①黒褐色砂質土粘性やゃあり・唖層

②暗褐色砂質士官E層多

B' 

③黒褐邑砂置土四層径 3-5酬の磯吉む

@暗褐色砂置土四層と黒褐色土の混土

1 :20 50cm 

図33 2 -2区 VII層土坑実測図(1 ) 
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73. 30rη 

A' 

①黒褐色砂質土

農化物褐色スコリア少

②謀褐色砂壁ヱ

炭化物褐色スコリア筏 3~ 5 cmの磁:t~

S F299 

¥ち¥「¥
十/パY¥it

A 

73.50m 

t._' 

A 

73.60m 

(j)1昔掲色砂質士 (IOYR3/3) ①黒褐色砂質上 (10m1/2) 

粘l'生や p品り 褐色スコリア

径 1.......3 cmσr)~~~古む

G:聖:何色砂1'1士 (IOYR2/3) 

粘 や や め り E 般化物相色スニiリア

直結絹邑li:T0.5YR. 3/4) 

しまりあり

粘性やゃあり 困層

②早1褐色砂土 (10YR1/3) 

粘t:i:やゃあり 四陪褐色スコ')ア

③黒褐色砂f'~土(í OYR 2/3) 
粘性J台ゃあり・四府

~~ ~ ;~区

6 2 ~ 2臨霞!日河)11( H) 0 
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/町

一

(
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73.70rn 

A 

①黒褐色砂質土欽分

c%黒褐色砂質土粘性あり 告と分

③黒褐色砂'i::1土鉄分

④暗褐色砂質工粘性あり 鉄分

創出白色砂質ニヒ 粘性やゃあり 径10mの際

①!J'，I，~色砂f~ :t

粘怯あり VIT沼多怪3mmの小限

I?J!思褐色砂賞士

粕11.やゃあり凶 lAfiiif!，咽径 3---5むm白提起

③時褐色砂買士

粘[3:あり vlI腐と黒色土0);目土

o 1 :40 1m 
b=話苫目立~=;l

(2) 

(8 F)計測表

27， 6 設J~三用の石積み

6，8 

5.9 0，3 

l.i1 1.10 ()， 29 
1. 03 0.91 0.21 。79 。7;) 0.4己
(1. 2) (1. 13) (0.29) 
1. 27 (1. 15) 0.26 かわらけ

0.91 (0.8:;) 0.05 かわら付 11.1・近iU:I D-i 

0.95 0.90 。12 由主わらけ 中 a 近1立 D-) 

0.73 0.68 0，09 カ寸コらけ 中。~~世 D-1 。7¥ 0.66 0.90 中・ 1丘世 D-1 

S F294 Vll 円)汚 1.14 lω 0.25 刃ηつら 中・近江tD-¥ 

S F285 ~2 ! D-24 VII 円I1ヲ O. 0.87 。19 中む〕丘位 lコー l
S F296 2 -2! C -24 VIl 円J)予 LO¥ 1. 01 0.39 かtつらり 中ー近世 D-1 

S F297 2-2 C-24 1;1: 円1I予 0.97 0.94 0.31 中@近 ~i D-l 

S F2占8 2-2 I B-24 i VlI 4亘向ナ住 (0.83) (0.62) (0.37) 中 o 3li世 D-21人為的な埋渓し

S F 299 2 -2 1 ・25! vll 円形 VII¥B 0.96 日.22
S F30C 2 -2 i Dーぉ IVIf (椅!弓jf~) V1熔 (0令7) (0.74) I O. i 1 



④小穴

S P218・SP220・SP227・SP222・SP225・SP217・SP224・SP226・SP216 (国35)

S P219・SP228 (図33)

S P218はC-24グリッドで検出された。規模は径O.66m、検出面から底面までの深さO.79mである。

底面で台石が出土、その下部に小穴が検出されており本遺跡で検出された小穴の中では唯一の形態であ

る。また覆土中から、かわらけ、古瀬戸後期の平碗、 15世紀代に比定される羽釜A類が出土した。

S P222は0-24グリッドで検出された。規模は径O.31m、検出面から底面までの深さO.14mである。

中央に磨石と礁が樹立した状態で出土した。 SP224はo. E -26グリッドで検出された。規模は径

O.44m、検出面から底面までの深さO.16mを計測した。覆土から古瀬戸後W期新段階から大窯 3期の播

鉢が出土している。 SP219・SP220・SP 225 . S P 226 . S P 227からはかわらけが出土している。

かわらけの年代はいずれも 15世紀後半の範障に収まる。 SP218以外の小穴については他の調査区で検

出された小穴と形態が類似している。

、ちιSP218 

官

73 

B' 

A' 

^ S P220・SP227 ~ S P222 

半 "'1 ム~~

~'@~去60m ~ A 

主L①暗褐色砂質土 C10YR3/3) 
粘性やや晶り・四層・鉄分・炭化物1-' ①結構色砂質土 C10YR3/4) 

②黒褐色砂置土 C10YR3/2) 租暦・炭化物・褐色スコリア

①蕪褐色砂質土 C10YR2/2) 
粘性やゃあり・褐色スコワア 炭化物金

②黒褐色砂買土 C10YR2/3) 
粘性やや晶り'V!I層

町

粘性やゃあり・鉄分・褐色スコリ 7~、 径 2......3 cmの磯吉む

(g暗褐色砂質土 C10YR3/3) 
四震・炭化物

/6 『弐ヂト SP226 

A 

ム Q A' 

A A A A 

73.50m 完了50m

①黒褐色砂質土 C10YR2/2) ①暗褐色砂質土 ①暗褐色砂質土 C10YR3/3) 

ム白i
A A' 

73. 30m 

『てコ乙← S P216 ioi 
A A' 

73.50m 

粘性やゃあり・唖層・褐色スコリア・炭化物世 田肩書・鉄分・炭化物・褐色スコリア書 官E層事・鉄分・炭化物・褐色スコリア

喧暗褐色砂質土 C10YR3/4) ②暗褐色砂質土 ②暗褐色砂質土 C10YR3/3) 
①暗褐色砂質土 C10Y百3/3)

粘性やゃあり・ 1皿層幸 四肩書・炭化物‘褐色スコリア少 E層暢鉄分
粘性やゃあり 1皿層 農化物世

~靖褐色土 C10YR 3/3) ③黒褐色砂置土 @靖褐色砂置土 C10YR3/4) 
②黒褐色砂置土 C10YR2/3) 

V!I層と黒褐色土の混土 羽層・農北物・褐色スコリア少 彊層
粘性やゃあり'V!I膚

~撹乱土

図35 2 -2区VlI層小穴実測図

表17 2 -2区四層小穴 (SP)計測表
SF 

挿図 図版 遺構名 区 グリッド 層位 平面形態 覆土 長径四 短径(m) 深さ (m) 遺物
35 S P216 2-2 E-22 vn 楕円形 vl層 0.62 (0.35) 0.12 
35 7-7 S P217 2-2 D-26 vn 楕円形 vl層 0.47 0.37 0.05 凹石

台石・かわらけ・

35 S P218 2-2 C-24 vn 円形 vl層 0.66 0.57 0.79 羽釜A類(851)・
古瀬戸後期平碗(811)

33 S P219 2-2 C-24 vn 楕円形 vl層 0.56 0.47 0.17 かわらけ

35 S P220 2-2 C-24 vn 円形 vl層 0.50 0.50 0.24 かわらけ

33 7-6 S P221 2-2 C-24 vn 楕円形 vl層 0.41 0.34 0.51 
35 7-8 S P222 2-2 D-24 vn 円形 vl層 0.31 0.27 0.14 磨石

S P223 2-2 D. E-26 vn 円形 vl層 0.44 (0.29) 0.36 陶器片

35 S P224 2-2 D' E -26 vn 楕円形 vl層 0.44 0.37 0.16 
古瀬戸後N新

~大窯3播鉢(863)
35 S P225 2-2 D-26 vn 円形 vl層 0.46 0.43 0.26 かわらけ

35 S P226 2-2 D-24 vn 円形 vl層 0.45 0.38 0.18 かわらけ

35 S P227 2-2 C-24 vn 楕円形 vl層 0.35 
{00..428 8) 

0.22 かわらけ

33 S P228 2-2 C-24 vn 楕円形 vl層 0.79 。74

1 :40 1m 

時期 備考
中世
中世

中近世

中近世
中近世
中近世
中近世 磨石・礁が樹立した状態で出土

中近世

中近世

中近世
中近世
中近世
中近世



3 中世から近世の遺物

(1)中世の濯物

図37-i ~-...~ 7 、写真図版13~ i 3) 

は85点出土した。内訳は古瀬戸段階が41点、大窯段階が19点、古瀬戸後IV新から大窯 3

である。その内部点を図化した。

図36-1は占瀬戸前期の瓶子。 3~~ 4は古瀬戸後IIIに比定される縁柏小皿、 5も同じく後皿の灰紬の

平碗。 6 古段階の縁紬小皿。 7は後IV段階の縁柏小皿である。 8はSR03出土の後IV新段階の縁

柚小皿である。 16は後W新段階から

定されるi雷鉢である。

l は大窯 1~2 期の灰粧の丸皿、 2~5

l期に比定される措鉢、は後PI新段階から大窯 3期に比

4 期の志野丸皿、 6~7 はいずれも大窯 4 期か

ら登窯 1の志野丸皿である。

-.g) 

4期の)天草由の丸皿 l点が出土した。

~9~n 3-.4-

は25点が出土した。内訳は青磁16点、白鶴 l点、

3'7 -9 ~.......l 0は青磁連弁文碗で線描によって連弁を表現する B4

られる。

8点である。内 3点、を|豆イじした。図

IIは染付阻B君主畳付に砂自が認め

1) 

l3 ~J 1 ーゴ
;
1
4
5
 

められる。

内耳:鋼 3-5} 

出土した。図_.-

について

した。 l5

望」
ア
o 

jハ可 LS'
c?'正l!;;:>λj斗

らDIr.持iとしておく。

ら付(凶…

る。口径が6em前後の小型のもの

して i."る (図37 16)。 l i区

である。小't~&: 片がさ長、九

19)、llcmの も〈乃

()i らけと いず、れも:

きたものは 5点であ

もの
)~ 

V'-

される。



メど71デ三三〉
1 

P742 
撹乱

。
u 

丁 2

六七~-ニアコ

百二千三てァーァ ミヰ二二ヂ 主主イ

三ι干ごJづ o? 守二千と主

主三ヨト三=マ
P58C 

三三 ¥ 夕、ぺ側三J
P843-2 

E-24Gr 

E -24Gr 

P838.846 1:3 10叩

図 2-2区出土遺物(1)



、二てグ

k主_::i~ブ
4 

p508 

三二三 J 
P 
U 

P751 

9 
P342ー l

三工コ二グ ¥三-=J :[プザ
2 

P523 . 618 

ミみユ三二三E

D -22Gr 

三三 J 三二」二戸
7 

p492 

10 
ps42-2 

11 
，， 648 

F二一一

、三~4
13 

E-23 

三二三l-47
16 
P677 

可孟王示グア
20 

内グ

ι

内

1
'
'
J (2) 

12 
D-25GI' 

/
/
ム
」

¥
¥
¥
Jい

かよ一」
ι 15 

p577 

p579 

¥トJ グ 竺三ずーっ夕、ziU二二ン てで~1ー九二」亡二ノ
17 
pi68 

13 
pS9S 

/~~〆

¥ノ
、てよ二-1-二二乙/

2-] 

F921: 

←~~!~何j ロ
高ハザ苦手芝悶 らけ



(2 )近世の遺物(図38-1 ......10、写真図版14-6) 

近世の陶磁器類は60cmx 40cm x lOcmのコンテナで約 l箱分出土したが、 1 -1区と同様に図化できた

ものはわずかである。

図38-1は連房式登窯期の志野丸碗、 4は肥前系陶器の碗、いわゆる唐津の刷毛目碗で18世記代の製

品、 5は瀬戸美濃系の鉄柚の香炉。 6は肥前系の仏飯器。 7は肥前系の紅猪口、 8も瀬戸美濃系の紅猪

口でいずれも19世紀に下る製品。 9は肥前系の筒型碗、 10は肥前系の丸碗である。

近世の遺物は18世紀後半から19世紀の製品が出土遺物の中で高い割合を占めている。

(3 )金属製品・石製品

金属製品(図38-11......16、写真図版14-7) 

銭貨(国38-11......15)

図38-11は初鋳年代1038年の皇宋通賓(真書)、 12は初鋳年代1054年の至和通費(家書)、 13は初鋳年

代1056年の嘉祐通賓(真書)である。 12、13はそれぞれ SR02、SR03の出土である。 14は初鋳年代

1094年の紹聖元賓(行書)、 15は初鋳年代1368年の洪武通賓である。

2-2区で出土した銭貨は旧河川i及び包含層からの出土であるが、皇宋通費、紹聖元費、洪武通賓に

ついては第 I期現地調査の 3区において副葬品として土坑から出土している(註 1)。また既述した通

り、 1 -1区出土の銭貨は寛永通賓が主体であったのに対し、 2-2区においては渡来銭が主体を成す

という特徴が認められた。

註 l 鈴 木譲 1998 w大平遺跡~ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所 143頁

石製品(図38-18、写真図版15-2) 

図38-18は流紋岩製の手持ちの砥石である。上下を欠損しているが現在する長さが1O.7cm、幅が2.9

cm、厚さは最大で1.4cmを計る。長軸の断面形は二等辺三角形を呈しており使用面を反転させながら使

い込まれている。

- 54 
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表18 2 -2区出土遺物観察表
瀬戸美濃製品観察表

挿図 写真図版 区 番号 器種 遺構・グリッド 層位
法量(岨)

色調 時期 備考
口径 底径 器局

36ーl 13ー l 2 -2 742 瓶子 B-24 日f オリープ黄 7.5Y6/3 古瀬戸間期

36-2 13-1 2-2 縁紬小皿 撹乱 黄櫨 7.5YR7/8 古瀬戸後 I~ Il

36-3 13ー l 2-2 縁紬小皿 TR02 浅黄 5Y7/3 古瀬戸後皿

36-4 13-1 2-2 726 縁紬小皿 C-24 N (lJ. 4) 暗オリ}プ 5Y4/4 古瀬戸後E 灰紬

36-5 16-1 2-2 801 平碗 S R05 4.6 浅黄 5Y7/3 古瀬戸後阻 灰柚

36-6 13-1 2-2 縁紬IJ、皿 E-24 (10.8) 明黄褐10YR6/6 古瀬戸後N古 灰紬

36ー7 13-1 2-2 縁粕小皿 C-22 (5.4) 浅黄 2.5Y7/3 古瀬戸後N

36-8 15-1 2-2 840-1 .879 縁紬小皿 S R03 (9.2) (5.0) (2.2) オリープ黄 7.5Y6/3 古瀬戸後N新 灰紬

36-9 16-1 2-2 650 直縁大皿 S R04 (18.0) オリープ黄 5Y6/4 古瀬戸後N

36-10 13-1 2-2 716 盤類 B-24 皿 (13.0) 灰白 IOYR8/2 古瀬戸後期

36ー11 15-2 2-2 580 揺鉢 S R03 (26.5) 灰赤 10丑4/2 古瀬戸後W新

36-12 15-2 2-2 843-2 播鉢 S R03 (27.8) 暗赤灰10R4/1 古瀬戸後W新

36-13 15-2 2-2 844 播鉢 S R03 (28.0) 暗赤灰IOR4/1 古瀬戸後W新

36-14 15-2 2-2 653 播鉢 S R04 (28.0) 灰褐7.5YR4/2 古瀬戸後N新

36-15 15-2 2-2 838・846 播鉢 S R03 (27.2) 晴赤灰 5R3/1 大窯 l

36-16 15-2 2-2 605 援鉢 S R03 (9.0) 紫灰 5RP5/1 古瀬戸後W新~大窯 l
36-17 13-2 2-2 播鉢 TR02 N (10.0) 暗褐10YR3/4 古瀬戸後W新~大窯3
36-18 13-2 2-2 504 播鉢 D-22 N (10.6) 暗褐IOYR3/4 古瀬戸後W新~大窯3
36-19 13-2 2-2 播鉢 E -24 (10.2) 暗紫灰 5即 4/1 大窯4

37ー l 13-3 2-2 732 丸皿か端反凪 B -25 N (5.9) 灰白 IOY8/2 大窯 1~2 灰粕

37-2 13-3 2-2 523・618 志野丸皿 D-23 N (10.1) 灰白 5Y8/2 大窯4
37-3 13-3 2-2 志野丸皿 D-25 (6.2) 灰白 2.5Y8/2 大窯4

37-4 13-3 2-2 508 志野丸皿 E -22 V (9.1) (5.2) 灰白 2.5Y8/2 大窯4

37-5 13-3 2-2 志野丸皿 D-22 (5.6) 灰白 2.5Y8/1 大窯4

37-6 13-3 2-2 751 志野丸皿 B-25 N (12.6) 灰白 2.5GY8/1 大窯4~連房式登窯

37-7 13-3 2 2 492 志野丸阻 E -23 N (13.2) 灰白 5GY8/1 大窯4~連房式登黛 l
"島明 ，ーー・ a掴".・唱 ...，"' ... 生..叫ト再

E三1 E江 746 丸皿 B-25 | ー |暗オリープ 5Y4/4 I 大窯4 灰糊

15C後半

15C後半

16C中

16C前~中

16C前~中

37-16 14-5 2-2 677 かわらけ S R04 (8.3) 機 7.5YR7/6 15C後半~

37-17 2-2 768 かわらけ B -25 vl (5.3) 糧 5YR6/6 15C後 半 ~

37-18 14-4 2-2 595 かわらけ S R03 (5.7) (3.4) J. 85 援 7.5YR7/6 15C後 半 ~

37-19 14-3 2-2 かわらけ B-25 (6.2) (3.8) 2.15 にぶい権 5YR6/3 15C後 半 ~

37-20 2-2 かわらけ B-24 (lJ. 0) (5.0) 2.7 櫨 7.5YR7/6 15C後 半 ~

37-21 2-2 924 かわらけ TR05 vl (4.4) 燈 7.5YR7/6 15C後 半 ~

37-22 2-2 869 かわらけ E -26 vll (7.0) (4.2) 2.4 機 7.5YR7/6 15C後 半 ~ 口縁部にすす

近世遺物観察表

挿図
写真

区 番号 器種 遺構・グリッド 層位
法量(岨)

色調 産地・時期等 備考
図版 口径 底径 器商

38-1 14-6 2-2 括 志野丸碗 TROI/D-24 3.8 灰白 5Y8/2 瀬戸美濃 17C代

38-2 15ー l 2-2 465 丸碗 S R03 3.8 浅黄 2.5Y7/3 瀬戸美濃 18C代
38-3 14-6 2-2 皿類 E -23 5.2 灰白 5GY8/1 瀬戸美濃 18C代

38-4 14-6 2-2 646 刷毛目碗 F -25 V (3.6) 極暗褐 5YR2/3 肥前系 18C代
38-5 14-6 2 2 496 香炉 G-25 N (13.6) 暗褐 10YR3/3 瀬戸美濃

38-6 14-6 2-2 仏飯具 C-25 3.4 明緑灰 IOGY8/1 肥前系

38ー7 14-6 2-2 紅猪口 E -23 (2.2) 灰白 N8/ 肥前 19C代
38-8 14-6 2-2 697-2 紅猪口 G-24 V (6.1) (2.3) (2.6) 明青灰 5B 7/1 瀬戸美濃 19C中

38-9 14-6 2-2 筒型碗 E -25 (7.2) 灰白 2.5Y8/1 肥前 18C中

38ー10 14-6 2-2 697ーI 丸碗 G-24 V (10.3) 灰白 N8/ 肥前

銭貨観察表

挿図
写真

区 番号 名称 遺構・グリッド 層位
法量(咽)

書体 初鋳年代 備考
図版 直径 重量 孔径

38ー11 14ー7 2-2 M45 皇宋通賓 G-25 V 2.4 2.7 0.7 真書 1038 
38-12 14-7 2-2 M47 至和通賓 S R02 V 2.4 2.8 0.7 家曹 1054 
38-13 14ー7 2-2 M43 嘉祐通賓 S R03 2.4 2.3 0.8 真書 1056 
38-14 14-7 2-2 M41 紹聖元賓 D-23 V 2.4 2.3 0.75 行書 1094 

38ー15 14-7 2-2 M53 洪武通賓 D-25 撹乱 2.3 2.0 0.7 1368 
38-16 14-7 2 2 M42 不明 S R03 (2.4) 0.5 

"'T"""_I.... ""且閉ま司雪量型

石材

流紋岩

分類

r
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弥生時代の遺構。遺物について

大平遺跡では、弥生時代前期末に出定される遺構、遺物が発見されており、これは当該期の検出例と

しては、静岡県東部に限らず県内全域を通してみても稀少な事例と言える。また本遺跡周辺から遠賀川

系土器の出土例が報告されていることと併せても、本遺跡の遺構、遺物は注目できると思われる。

そこで本節では、本遺跡で検出された生時代前期末の遺構、遺物について若干の考察を行う。

第 l節

検出Eされたj量構

本遺跡から検出された弥生時代前期末の遺構は、第H期現地調査時において 4区 J-20グリッドで検

された住居:軒(1号住居跡) (国である。住居の規模は、 一辺がれ 9mで、平面形は円形ある

いは隅丸方形を呈する。住居内からは、柱穴の可能性がある小穴1基が検出され、また

x の炉社も検出されている(註 1)。
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あるもの られなかったことから別個体の土器であると考えられる。し も 比

されJ る 5 (ものである。

( 2 )黒日韓石製の石割安 G 剥片について

1号住居からは、黒曜石製の石擁と剥片、輝石安山岩製の石皿が出土している。

さ24n郎、 1111高厚さ4mm、重さ 5gを計る。欠損は認められない。その他 3点の石銑が包含層から

出土しているがいずれも欠損している。

第間期現地調査においても黒曜石製石錬 l点および模形石器、使用痕剥片、その他石器制作に伴うと

考えられる した。 さ2411耳目、 幅15. 厚さ6.5問、重さ L8gを計り、形態は平面が

やや不整な三角形で未製品 " o 

これらの黒曜石については、 明彦教授に よる

産地推定分析を依頼した。分析結果の詳細は別表によるが(表20)、第n
石鍛]点、を除いて(註 3)、全て長野県諏訪星ヶ台群の黒曜石を使用していることが判明した。

3 遺構と遺物から

大平遺跡で検出された住居は、形態、検出状況から狩猟や移動の際の一時的なキャンプ地と推測され

る。その住居から出土した童形土器は、長野県小諸市水遺跡を指標とする氷式土器の流れを引くもので

ある。また、石錯、と剥片類は長野県諏訪地方の星ヶ台群産の黒曜石を石材としていた。

黒曜石に在日すると、静岡県東部においては、!日石器時代から縄文時代の遺跡が富士山の南方に位置

する愛鷹山南麓に数多く点在する。近年、新東名高速道路の建設に伴って発掘調査が行われ、蛍光X綜

の原産地蜂定分析により、当時の石器の製作に関わる人の移動が徐々に明らかにされつつある。黒曜石

の入手先については、和田峠、霧ヶ峰、翠科などの信州系、天城峠などの伊豆半島系、恩馳島などの神

柏峠などの箱根系といった産地があり、各遺跡や時期により出土傾向に特色が認められる。

に信州産の黒曜石は、!日石器、縄文時代を通して く、当地域と信州との関わり さを

している。石材の入手地である信州と石材の消費地である静岡県東部ヘのルートは、富士西麓を南北に

流れる富士川が想定されている。

一方、条痕文系土器の出土傾向に注目すると、樫王式、水神平式が主体となって出土するの

県中部に位置する天王山遺跡(静岡市清水区)あたりを東限とし、東部の山王遺跡(富士川町)で

l式系土器が主体を占め、後続する丸子式の内容に影響を与えている可能性が指摘されている(註 4)。

また、土器の胎土に含まれる雲母については、在地の土器には類例がなく、丹沢。箱根UJ系あるいは

富士川流域から甲府盆地のいずれかの土地から搬入されたものと考えられるが、本遺跡で出土した弥生

土器にも雲母が含まれており搬入品の可能性が高いと考えられる。

さらに、本遺跡から出土した跡生時代の石器の器種は、縄文時代の様相と大きな差違が認められない。

長野県においても条痕文系土器の段階では、弥生石器に加えて縄文時代の様相を示す石器が継続し

用されていることが指摘されている(註 4)。

こうしてみると、本地域周辺における弥生時代前期の条痕文系土器の出土傾向は、|日石器、縄文時代

から続く黒曜石の原産地と消費地の関係に関連があるように思われる。

大平遺跡から出土した黒曜石製の石器と剥片のほとんどが長野県諏訪星ヶ台群産であること、氷式の

流れをくむ条痕文系土器が出土したこと、胎土に雲母を含む土器が富士川流域からの搬入品である可能

性があることは、本地域における該期の人とモノの移動について示唆的であり、少なくとも信州地方と

の深い関わりを想起させるには十分であろう。



また、 l号住居から検出された炭化物の年代測定の結果を併せると、本地域において縄文時代の文化

を主体としていた人々の生活が、弥生時代の文化を受容し、移行していくという過程が想起される。こ

のような時期の様子を考える上で、大平遺跡は貴重な一例になったと言えよう。

註 l 佐野暢彦・水上綾子 2001 w大平遺跡 II~ 第 7図参照

註2 佐野暢彦・水上綾子 2001 w大平遺跡 II~ 36頁参照

註3 佐野暢彦・水上綾子 2001 w大平遺跡 II~ 第9図一15参照

註4 愛知考古談話会 1985 w <条痕文土器>文化をめぐる諸問題資料編 I~ 

図出典図39佐野勝彦・水上綾子 2001 w大平遺跡 II~ 第 6図に加筆・修正
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図39 弥生時代遺物出土状況
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2 

中世墓とし
〉、ーっ。こ、
の出土状況、分布状況につい

につし〉て若干の考察を行いたい。

と lこvっしユ

の2冊の報告書で

そこ について、そ

うことにより、基となりうる土坑を抽出し、

た土坑を

いるよ

まァ、 さ

、銭賞、かわら

とした根拠を確認しておきたい。第 I期現地調査において

した土坑である。(註 1)集石を伴うものと伴わないもの

を伴う土坑については、木村弘之民がーの谷中世墳墓群遺跡において行った形態分類(註

引に準じている。また遺物を伴わない土坑についても、検出状況から墓の可能性がある土坑として報

告されたものがある。第II期、第田県!現地調査も基本的にこの基準に準じている。

された土坑の形態は、集石を伴う土坑と伴わない土坑に大きく分けることができる。

自然離が散在する河原に構築されている点や後世の削平等により上部構造が不明瞭

なものがされ した上で、 た。 う土坑をA~C類、 ない土坑を

DoE類とし、 A.Dにつしコてはさらに 2つ した。

中央に配されるもの。

A-l類大型の礁のみが認められるもの。

A-2類大型の礁の周囲に小型の磁を充填するものO

B類礁を充填したもの。

C類覆土に少量の離が含まれるものo

D類離を含まないもの。

D-]類直径 1m前後の円形を呈するものo

D-2類 D-l類以外のもの。

E類醗を含まないが、大型の礁に近接して構築されたもの。

さらにA-2類及びB類の土坑の規模については、 1mを超える大型のものと50cm以下の小型のもの

られる。また集石についても自然礁を使用するものと破砕ー傑を使用したものが認められる。

大平遺跡で検出された土坑371基の内基を検討の対象とした(註 3)。上記の形態に分類した内訳

0， A -1類は 6基、 A--2類は 9基、 B類は34基、 C類は68基、 D-1類は44基、 D-2

類は133基、 E類は34基である。第m期の各土坑の形態については遺構計測表(表 60 9・150 16) を、

過去二回の調査については表22を参照されたい。

2 土坑の形態と出土遺物につい

本遺跡で検出された土坑328基中、遺物を伴っていたものは全部で'48基あり、遺物が出土した土坑が

全体に占める割合は14，6%である。遺物の種類、と遺物を出土した土坑の数、全体に占める割合についてー

は以下の通りである。

骨が出土した土坑は16基 8%)、銭貨が出土した土坑は 6基(1.8%)、 らけが出土した土坑は



21基 4%)、陶磁器などが出土した土坑は14基 2%)、覆土に炭化物を含んでいた土坑が12基

6%)であった。

上述の形態分類において遺物が出土した土坑の数の割合は、 A l類が6基中 G基 (0%)、 A-2

類が9基中 5基 5%)、B類が34基中15基 (44，1%)、C類が68基中11基 1%)、 D-1類が44

基中 8基(18.2%)、D-2類が133基中 2基(1.5%)、E類が34基中 7基 6%)であった。

また出土遺物の内訳は、 A 2類は銭貨 4点、かわらけ 2点、その他(陶器など) 4点。 B類は銭貨

13点、かわらけ 4点、その他9点。 C類はかわらけ 3点、その他2点。 D-l類はかわらけ 9

2類は人骨 1点、炭化物 i点。 E類は銭貨 5点、かわらけ 3点、その他]点、であった。

土坑の形態と遺物についてE概観すると、 B類において遺物の出土が最も顕著に認められ、続いてC類

で多く認められた。またl¥-2類は検出数が少ないものの約半数において遺物が出土しており、遺物を

う確率が高かった。一方、 Tc-1類からは]点も出土しておらず、 D類についても遺物を含まないも

のがほとんどであった。 C:類については「大平遺跡』において報告されているように、 B類の上部構造

した可能性もあることから、総じて磁が充填されている形態の土坑で遺物の出土割合が高いと考

D
 

ら骨 0 133づき二が出土しており、

の土坑から出土した。

賓におい

にA-ると、 A-I類以外の全ての

った。また、かわらけも

コ割合を

えられる 0

3て遺物の種類に注目

、A-l

している。

は骨⑩銭貨・かわらけがセットで出土した

についてはCB もぼぼ同様の傾向であるが、

て出土が認められなかった。
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された地
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西側、 3区東側に分布するものについてはその可能性が高いと指摘できょう。一方0-1類については、

周辺の遺跡において指摘されているように、墓よりはむしろ農業用施設等、異なる用途を想定すべきで

あろう。

0-2類については遺物が出土したものは墓とし、遺物を出土していないものについても、 1-1区

でB類・ E類に近接して営まれているものは墓の可能性が高いと考えたい。

以上の検討から、ここでは墓とする土坑をA-2類・ B類・ E類とし、 C類及び0-2類の一部とし

ておきたい。さらに墓とした形態の分布状況を考えると、墓地として利用されたエリアは単独に営まれ

るものもあり全てを網羅できないが、 1 -1区南東、 1 -2区東"-'2-1区西端、 4区東、 3区北東の

4つのエリアに分けられることも指摘しておきたい。(註 5) 

次に本遺跡で検出された中世墓について検討を加えたい。まず形態の差異についてであるが、一般に

埋葬方法の違い、年齢差、時期差、階層差等が想定される。

墓として用いられた場合、火葬と土葬が想定されるが、土坑の規模が小さい点、炭化物の出土が多い

点、火葬施設と考えられる遺構が検出されている点等から、本遺跡の集石墓はその多くが火葬骨を納め

ていたと思われる。しかし 2-1区で検出された B類の土坑(S X21011)からは火葬骨と土葬と考え

られる歯牙が出土しており、一部では土葬も行われていたことが窺われる。

浜松医科大法医学教室の分析によれば、火葬骨は青年、歯牙は15歳から20歳前後の青年と成人男性の

2体分の可能性が指摘されており、同ーの土坑においても火葬と土葬という違った埋葬方法が行われた

ことが分かる。また 3区のC類 (SX3001)から出土した歯牙は、 20歳前後の女性と 5"-'10歳ほどの子

供の可能性が高く、この 2体は土葬されたようである。一方、別のC類からは火葬骨が出土しており、

同形態の士坑においても土葬、火葬の両方の埋葬方法があったことが分かる。骨の出土数が少ないので

断定的なことは言えないが、 A-2類・ E類からは火葬骨のみが出土しており、両類は火葬という埋葬

方法に限定されていた可能性がある。

年齢差についても、既述した通り、 20歳前後の女性と 5"-'10歳ほどの子供、青年と成人男性という埋

葬状況から判断すると、形態によって明らかな差違は認められないようである。

時期差については遺物を参考にしてみたい。本遺跡出土の陶磁器は、第皿期現地調査においては 1-

l区、 2-2区ともに古瀬戸後W期に出土のピークが認められた。 2-2区においては古瀬戸前期から

中期の遺物が出土しており、銭貨は渡来銭が中心であるのに対し、 1-1区では寛永通賓が多く出土す

る等、包含層出土の遺物については出土傾向に若干の相違が認められた。しかし、墓から出土した遺物

については、ほぼ全ての形態において15世紀後半から16世紀にかけての在地のかわらけが出土しており、

形態の差違が明確な時期差を示しているとは言い難い。

また、遺物を出土している墓が少なく、出土していても内容的には貧弱であることから、明確な階層

差もないといえよう。

こうした墓の形態差が、埋葬方法、性別、時期、階層といった違いを明確に示していないことは、む

しろ同時期において異なった埋葬形態を採用する集団が存在していた可能性を想起させる。具体的な例

を挙げるならば、 Iエリア、 IIエリア、 WエリアではA-2類、 B類、 E類の 3つの形態のまとまりが

認められる。特に II・Nエリアでは同一形態のものが2"-'3基連接して構築されている様子が認められ、

集団が採択した埋葬形態と集団の規模を具現しているのかもしれない。また IIエリアのB類では、集石

の下部に炭化物及び人骨が出土する大型の土坑を有する例が多く、同じ B類でも匝エリアでは遺物が全

く出土していない小型の土坑が用いられているという違いも認められ、形態のみならず、埋葬方法にも

集団間での相違があったことを示している。

最後に大平遺跡の中世墓について簡単にまとめておきたい。本遺跡が墓地として利用されたのは、出

66 



土したかわらけの年代観から15世紀後半から 16世紀である。墓の分布状況から 4つのエリアが墓地とし

えられる。墓は後世の削平等による形状の変化はあるものの、集石墓 (A-2 

・C類)と土坑墓 (D-2類"E類〉の 2種類が造られていた。

埋葬方法は集石墓も土坑墓も火葬を主体にするものの、一部は土葬と考えられるもの、さらには火葬

と土葬が併用されているもの(複数遺体の同一墓坑埋葬)の 3種類が認められた。副葬品の量は極めて

少量で、かわらけの他、銭貨や陶磁器があったが明確な階層差を示すものはなく、当該期の庶民の墓と

考えるのが妥当であろう。

11の河岸段丘上という立地条件や、複雑な層位、また後世の郎平等から検出状況が不良だったも

のもあり、本遺跡における中世墓群の全容を明らかにはできなかったかもしれない。しかし、 3回の調

査を総括することにより、従来明確ではなかった駿東地域における中世墓を考える上で貴重な事例に

て利用されていたと

類 oB

なったと言えよう。

162~165頁1998 w大王子遺跡~ (財)静岡県埋蔵文化財調査研究所議ハふ -I~
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木村弘之氏の中i:Ll:墓の形態分類は以下の通りである。

塚墓-盛土によって塚を築いた墓。

コの字形区岡慕…コの字形の溝によって区画した墓。

土坑7主一回土葬墓といわれるもので、 j 白1面を指，りく t~fめ、遺体を埋葬した幕。

集石墓ー石を集積しでつくった火葬墓。

:i'un'"式畷…地下に縦穴を掘り、底商からさらに横に掘り広げて地下室を築いた墓。

設 2

①

②

③

④

⑤

⑤

 

擦を持つ~~・ 5・墓標を立て、 ドÎ~況に遺体、遺骨を埋葬した墓 (;g~;!索は主に石塔を指す)。

さらに集石菜については以下の五形態に細分類している。

i家主I (1玄極右)を有し、半面形が方形または長方形をなす。

総石(区画石)はないが、方形または長方形をなすように11が並べられたもの。

I類

総石(区前石)はなく、形状も不整形で石が集積しただけのもの。

小穴を穿って惇F蔵器そ埋蔵しただけのもの。

II類

!lIjj司

lV類

ふ'i<に ~k;i'1~骨を埋葬しただ行のもの。V~ヌ

過去 2回の調査で報告されずjを;相を把握 uできなかったものや明らかに近世に所属し用途が異なるものは対象から除外した。

ここでは第三期調査の 1-~ 1区と区別するため、第 1期調査で 11玄とした調査i亙を 1-2区とする。

それぞれ]ヱリァ。 IIエリア'1lIエリア 'IVエリアと Lておきたい。

三、:弓
山一 υ
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A類大型の磯が土坑の中央に配されるもの
A-1類大型の磯のみが認められるもの

、ヤくメ¥

A A' 

H=75.00.ム A' 

B類礁を充填したもの

¥ 
H=73.2伽ム A' 

D-1類礁を含まない
(直径 1m前後の円形を果するもの)

¥ち久
ム@L

H=74.8ωn A A' 

D-2類磯を含まない
(D-1類以外のもの)

A 

H=75.40mム

A類大型の礁が土坑の中央に配されるもの
A-2類大型の周聞に小型の礁を充填するもの

A A' 

H=74.9伽ム A' 

C類覆土に少量の礁が含まれるもの

/ 
A A' 

H=74.9加ム A' 

E類礁を含まないが
大型の傑に近接して構築されたもの

1 :40 1. 

図40 大平遺跡検出の土坑の形態



表21 土坑集計表

区 土坑数 A-1類 A-2類 B類 C類 D-1類 D-2類 E類

I区 42 3 (7.1) 。 。 21 (50. 0) 4 (9.5) 14(33.3) 。
1 -1区 117 2 (1. 7) 2 (1. 7) 6 (4.3) 3 (2.6) 5 (4.3) 82(70.0) 17(14.3) 

2 -1区 85 。 4 (4.7) 13 (15. 3) 37(43.5) 3 (3.5) 17(20.0) 11 (8. 7) 

2-2区 21 。 。 。 4 (19.1) 13(61. 9) 4 (19.0) 。
2-3区 5 。 。 。 。 3 (60.0) 2 (40.0) 。
3区 26 1 (3.9) 3 (11. 5) 6 (お.1) 3 (11. 5) 。 7 (26.9) 6 (23.1) 

4区 32 。 。 9 (27.3) 。 16(50.0) 7 (21. 9) 。
計 328 6 (1.8) 9 (2.7) 34(10.4) 68(20.7) 44(13.4) 133(40.5) 34(9.2) 

( )内は土坑数に占める各形態の割合

各形態において遺物が出土した土坑の数と種類

土坑数 遺物出土士坑数 人骨(歯を含む) 銭貨 かわらけ そのイ也 炭化物

A-1 6 。 。 。 。 。 。
A-2 9 5 (55.5) 2 2 3 。

B 34 15(44.1) 2 2 4 9 5 

C 68 11 (16.1) 5 。 3 2 6 

D-1 44 8 (18.2) 。 。 日 。 。
D-2 133 2 (1. 5) 。 。 。

E 34 7 (20.6) 6 3 3 。
計 328 48(14.6) 16 6 21 14 12 

( )内は土坑数に占める各遺物出土土坑の割合

各形態の土坑から出土した銭貨・かわらけ・その他の遺物の点数

土坑数 遺物出土土坑数 銭賃 かわらけ そのイ也

A-1 6 。 。 。 。
A-2 9 5 4 2 4 

B 34 12 13 4 9 

C 68 5 。 3 2 

D-1 44 8 。 9 。
D-2 133 2 。 。 。
E 34 4 5 3 

計 328 36 22 21 15 



表22 大平遺跡土坑一覧表(第 i期・第H期)

区 遺構番号 層位 形状
規模(m)

分類 遺物 報告書 挿図
長径 短径

S F 1012 れf 不整円形 1. 76 1.55 C × 大平 I 第 9図

S F 1013 N 半円形 1. 60 (0.62) C × 大平 I 第 9図

S F 1014 N 半円形 1. 35 (0.75) C × 大平 I 第 9図

S F 1103 N 隅丸方形 1. 20 (0.85) C × 大平 I 第 9図

S F 1002 V 楕円形 1. 30 1. 00 A-I × 大平 I 第10図

S F 1003 V 楕円形 1.17 0.76 C × 大平 I 第10図

S F 1004 V 楕円形 1. 35 0.90 C × 大平 I 第11図

S F 1006 V 楕円形 0.85 0.68 D-2 × 大平 I 第11図

S F 1007 V 隅丸方形 1. 00 0.70 D-2 × 大平 I 第11図

S F 1008 V 楕円形 1.11 0.68 C × 大平 I 第11図

S F 1009 V 隅丸方形 1. 23 0.98 A-I × 大平 I 第11図

S F 1015 V 楕円形 0.97 0.62 C × 大平 I 第10図

S F 1016 V 楕円形 (0.95) (0.19) C × 大平 I 第10図

S F 1088 V 不整楕円形 1.35 1. 07 D-2 × 大平 I 第12図

S F 1090 V 楕円形 0.80 0.53 D-2 × 大平 I 第12図

S FI091 V 瓢箪形 0.74 0.41 D-2 × 大平 I 第12図

S F 1024 vn 円形 1.08 1. 02 D-2 × 大平 1 第15図

S F 1025 vn 楕円形 0.80 0.69 C × 大平 I 第四図

S F 1026 vn 楕円形 1. 00 0.86 D-2 × 大平 I 第四図

S F 1027 vn 不整形 0.95 0.60 C × 大平 I 第16図

S F 1029 vn 隅丸方形 1. 17 0.91 C × 太平 I 第17図

S F 1037 vn 不整形 1. 82 1.18 A-I × 大平 I 第17図

S F 1040 vn 隅丸方形 0.98 0.65 C × 大平 I 第17図

S F 1044 vn 不整楕円形 1. 70 1.33 D-2 × 大平 I 第18図

S F 1045 vn 半円形 (0.78) (0.19) D-2 × 大平 I 第18図

S F 1047 vn 円形 0.94 0.86 D-I × 大平 I 第15図

S F 1049 vn 楕円形 1. 48 1.03 D-2 × 大平 I 第16図

S FI061 vn 楕円形 1. 30 1.03 C × 大平 I 第17図

S F 1067 vn 半円形 (0.88) (0.48) C × 大平 I 第16図

S F 1070 vn 不整円形 0.71 0.59 D-2 × 大平 I 第16悶

S FI071 vn 不整楕円形 0.91 0.64 C × 大平 I 第16図

S F 1073 vn 楕円形 1.43 1.05 D-2 × 大平 I 第四図

S F 1074 vn 円形 1. 04 1.00 D-2 × 大平 I 第15図

S F 1075 vn 楕円形 0.71 0.55 C × 大平 I 第19図

S F 1076 vn 歪んだ円形 0.93 0.88 D-2 × 大平 I 第20図

S F 1077 vn 楕円形 1. 24 0.93 C × 大平 I 第20図

S F 1079 vn 円形 1. 03 1.00 C × 大平 I 第15図

S F 1082 vn 円形 1. 08 1.00 D-I × 大平 I 第15図

S F 1083 vn 楕円形 (1. 10) 0.78 C × 大平 I 第20図

S F 1084 vn 不整円形 0.94 0.79 C 〉く 大平 I 第19図

S F 1085 vn 歪んだ円形 0.73 。.64 D-2 × 大平 I 第19図

S F 1086 vn 不整円形 1. 70 1. 58 C × 大平 I 第四図

S F 1087 vn 隅丸方形 1. 12 1. 04 C × 大平 I 第20図

S F 1092 vn 楕円形 1. 25 1. 07 D-2 × 大平 I 第四図

S F 1094 vn 橋円形 0.78 0.47 C × 大平 I 第16図

S F 1095 vn 不整形 2.57 1. 22 C × 大平 I 第20図

2 -1 S X210日7 vn 円形 0.75 0.71 B × 大平 I 第29図

2 -I S X21010 vn 隅丸方形 0.50 。.45 B × 大平 I

2 -I S X21011 vn 楕円形 1.85 1. 20 B 商・人骨 大平 I 第25図

2 -I S X21013 vn 楕円形 1. 70 1. 20 C × 大平 I 第28図

2 -I S X21016 vn 不整楕円形 1. 27 0.85 E 人骨・銭貨(照寧元賓)・かわらけ 大平 I 第26図

2-1 S X21021 vn 隅丸方形 3.05 2.20 A-2 × 大平 I 第28図

2 -1 S X21029 vn 楕円形 4.86 (1.44) C × 大平 I 第32図

2 -1 S X21031 vn 楕円形 1. 25 0.84 C × 大平 I 第30図

2 -I S X21038 vn 楕円形 1.10 0.80 B × 大平 I 第30図

2 -I S X21040 vn 楕円形 1.45 1. 30 A-2 × 大平 I 第31~

2 -I S X21123 vn 楕円形 6.00 1. 50 C 炭化物 大平 I

2 -I S X21196 vn 不整形 1. 23 0.45 C 炭化物 大平 I 第42図

2 -I S X21197 vn 楕円形 0.73 0.48 C 炭化物 大平 I 第42殴

2 -I S X21344 vn 不整円形 1.00 0.69 E 人骨・銭貨(元祐通賓・大観通費・永楽通賓) 大平 I 第27図

2 -1 S X21345 vn 隅丸方形 0.55 0.39 C 人骨 大平 I 第27図

2 -1 S X21350 vn 不整形 1.60 1.40 B × 大平 I 第30図

2 -I S X21351 vn 不整形 2.20 (1. 00) B × 大平 I 第30図

2 -1 S X21356 vn 不整形 0.80 0.45 B × 大平 I 第29図

2-1 S X21357 vn 不整形 0.73 0.65 B 行平(l9C) 大平 I 第29図

2 -1 S X21361 vn 不整形 1. 90 (0.65) B 人骨・土師器破片 大平 I 第25図

2 -1 S X21366 vn 楕円形 1. 95 1. 30 A-2 × 大平 I 第31図

2-1 S X21375 vn 隅丸方形 0.75 0.69 B × 大平 I 第38図

2-1 S X21378 vn 半円形 (0.45) (0.35) C 人骨・かわらけ 大平 I 第26図

2-1 S X21381 vn 隅丸方形 1.40 1. 36 A-2 × 太平 I 第47図

2 -I S X21382 vn 楕円形 1. 00 0.60 E 人骨・かわらけ 大平 I 第26図

2-1 S X21385 vn 隅丸方形 0.40 0.35 E 人骨・かわらけ 大平 I 第27図

2 -I S X21387 vn 楕円形 1. 40 0.65 E 人骨 大平 I 第27図
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分類 遺物 報告書 揮図

不撃形 0.90 1 0.42 E × 大平 I
権円形 1. 17 1 0.60 D-2 ¥〆ノ 大平 I

不整形 1. 30 1 0.80 C × 大平 I
隅丸方形 1. 26 1 0.70 E × 天平 I
楕円形 1. 15 0.96 η D 〉く 大平 I 第35図
隅丸方形 0.94 1 0.77 E × 天王f-I 第33図

中古円jf~ I 0‘81 0.53 C × 大平 I 第33図
楕円形 0.81 0.60 C x 大平 I 第33図

C × 大平 I 第33図
不整形 0.90 1 0.61 C × 大平 I 第33図
権円形 1. 00 1 0.59 C × 大平 I 第34図

不整楕円形 0.80 1 0.53 C × 大平 I
籾丸方形 0.90 1 0.88 c 〉く 大平 I

不整形 0.72 1 0.42 E × 大平 I 第39悶 1
4言円汗手 1. 16 0.73 C × 大平 I

不整楕円形 1. 14 1 0.95 しハ × 大平 I
不整形 1. 00 1 0.80 C × 大平 I 第38図
不整形 lω 0.77 C × 大平 I 第38図

不薬方形 1.40 1 1. 00 しハ 古瀬戸後期 大平 I 第39図
2-1 S F 21074 川 半円形 (1. 02) (0.35) ハ'.~ × 大平 I
2-) S F21076 VII 情円形 0.82 0.35 D-2 ¥ノ〆、 大平 I
2←1 S F 21077 1喧 楕円JiJ 0.46 0-2 ¥〆/、 大平 i

f 

S P 21078 1司T 指円形 0.82 0.40 E × 大平 I

2 -1 S F 21079 Vli 円形 0.90 0.85 0-1 × 大平 I
2-1 S F 21080 VII 楕円;1予 0.76 033 D-2 × 大平 I
2-1 S F21084 vrr イ有P3Jl3 1. 32 0.95 し円 × 大平 I 第39図
2-1 S 1'21091 Vll 不拡汗3 D-2 × 大平 I
2-1 S F 21092 Vll 不終n:;: 0.82 1 0.50 D-2 × 大平 I
2-1 S 1'2]]01 Vli 半|寸JJi; 0.70 I (0.22) C × 大平 I

S 1'21103 1居 瓢可限 0.76 0.38 D-2 × 大平 I
2-] S F21104 VII F'J形 0.85 0.78 D-I × 大平 I "1m 隠i
2←! SF21106 vn 山jコヌlJ百 1. 04 0，88 D-2 × 大平 I 第351¥'司

2-] SF21]]8 Vh 不 0.74 0.39 × j，こ'1'.1 

2-1 SF21128 VII 関メL方形 0.76 0.40 × l大平 i
つr.;-[ S F21133 VIT 情|弓7拶 × J て平 I
2-1 1'21141 VIT 栴|叫形 0.7(i 1 0.36 D × 大平 I
2-i F2li51 1庁! -I;~JI刊 Jf3 u.82 0.67 D × 大平 i
2-1 S F21178 ¥1][ I¥flj丸方形 0.91 (0.46) ])-2 × 大平 I
2-] S F2117U '111 院丸万形 0.70 (0.30) D-~ × 大平 I
2-) 5"21187 vn 不主将j円形 1. 46 0.93 D-1 × 大半 I ~~461当
2-] S P2IlDO Vll rCJj r~ 1. 00 0.9:1 0-1 × 大平 I
2 -1 SF21192 t川 情|有形 1. 04 0.36 D-2 × 大平 I 第46図
2-1 S F21193 Vll 前「守Tf; 。78 0.43 0-2 × 大平 I
2-: S 1'212α〉 VII キf'JPJJf3 1. 36 0.97 × ゴ三平 I 第39図
-1 S F 21216 日i 楕円形 1. 43 L 00 C x 大平 I 第46図

2←l S F2122.2 VlI 不十宅[つ形 1.2:) ]. 18 C x 大平 I 第45図
2-1 S F 21225 VI! 不終1F~ 0.80 O.6!j じ × 大平 I 第45関
2ハ、 一i F 21233 1司I 1有円形 0.80 0.3(i c τ x ;\:~t 1 
2 -1 S PZ1235 1官 円克三 しiO 1. 08 C × 大平 I 員1144医1
2-] S F21236 河 不円形 0.80 0.65 ¥〆、F 太平 1i 't:í~45悶
2-) S F 21240 τ3 情I"Jj序 1. 00 0.80 C 〉く |六千 l
2-1 SF21242 \~I 網:kLjJ~ヲ 0.80 0.69 D-2 × 火、ド 1

拝JpjJ移 0.83 0.46 Iコ 2 "、 六千 l
2 -1 S F 21244 1 Vlf Fr:jjl予 ]. 02 0.92 D-] "、 j、:"1と I ~M4閃
Z~i S F2124G 1 VII 円形 0.94 0.87 C × 大平 I
2 -1 S F 21247 Vil !_f-3JrJ 1. 09 1. 04 C × 大平 I
2-1 P 21248 Vl[ 不整円形 C 、〆¥〆 大平 l おf~42[当
2，-1 S l' 21249 VIi 不主去円汗手 1. 00 1 !)d D 、J、r 大平 I 第Ll-::l凶
2 -1 S F21251 1町 結円形 1. 03 1 0.83 「 ~. 、 大平 I 聞

2-1 S F21252 1吊 情円形 0.98 0.76 E × 大、下 T 第43関
2-1 S F21253 干刈 円形 日75 0.72 C × ノ~\:'IZ 1 第451立|
2 -1 S F21256 円形 1. 00 日9G C × 二〈、子 l 第43rBi
2 -1 S F21271 '1m t肯円形 0.95 。75 c 〉く ;A.:.s:p.:: 1 第'15121

S ? 21276 V11 不整形 。73 0.56 }コ 2 V ノ、 ノピム件 i

S F21277 刊i ィr;;:rfaT0 0.75 Q.56 し円 × 天平 I

S F21290 ¥!ll 不;箆円形 0.75 0.63 c × 大平: i 言 47 f_~'(1

2-J S F 2129] Vu 隅丸}J)Iク 1. 00 。73 c 十 × イノ¥ ミ1 ム λ Y お泣
2-j s r 21312 /TI 子主t百円形 1. 40 1. 20 L × 六千 11;;有性7図

S F 213~5 1司I 不主主限J丸台~iち G.71 0.51 C 、γ、 大子 1! 
つ2-1‘ S F 21338 VT: 半円形 1. 07 (0.65) D-2 〉く 大平 Ti 
2 -1 S F2t)L17 V可 陥ヌL;δ形 l. ]2 0.62 日 × 

2-1 S F21358 Vl1 不 i.02 0.80 ロιJ V 

2 -3 S F 23003 1司 l¥jJthノjJf1 1. 13 0.70 0-2 × T I ~!1508j I 
2 -3 S F 23004 VII 耳、形 。Ti 0.66 ])-2 × i お50同!

2 -3 S F23005 vn ["~71~ Q.98 0.92 0-] F、、， mi 
フ" 一一つt S F 23006 Vll i'J日7 0.92 O. 8~， ])-1 ハ、 大、1"1



一… 規模 (m) 
区 遺構番号 j醤位 形状

長径 短径
分類 遺物

3 S X3002 [¥f 歪んだ円形 L 06 0.84 B 常滑・炭化物

ο f、 SX:Jω3 IV :.æ /νだ rJ~ì) L il u.8L1 B 九す滑。炭化物

η 。 S X3043 干J 不整隅丸方形 4.40 4.25 A-2 馬歯・陶器月切人骨

3 S X3191 ;V 円形 。70 0.60 B '，~f'居ー炭 ít，物

3 S X319d， 1V 不明 1. 20 1.10 E 常r腎

3 S X3αII ¥11 楕円形 (1. 26) (0.83) A-2 歯 e 銭貨([苅元iiJj賞。長栄通主主.)i;盗遊資・景徳JG賛同

3 S X3026 河 隅丸方形 0.64 0.64 B 炭1七物

3 S X3037 1司 方形 日54 0.50 C f号粉@炭化物

q υ S X3041 VII 不整楕円形 2.00 (L30) B 日石

3 S X3188 Vll 楕円形 1. 12 0.80 C かわら付。炭化物

3 S X3192 vll 隅丸方形 2.26 2.20 ロJ 人骨銭貨(洪武道資)

3 S )(3193 Vll 不獲楕円形 4.25 2.07 0-2 炭化物

3 s守、X319υ5 vll 不皇室楕円形 i. 56 1. 2C c 骨粉 炭イじ物

3 S F 3004 lV 楕円形 0.90 0.77 E × 

3 S F 3019 1¥1 梓7円形 0.80 O.ι1 A-2 × 

3 S F 3016 ¥Il1 不整楕円形 0.88 0.74 0-2 × 

3 S P 3035 Vll 楕円形 日日6 0.54 E × 

S F 3042 Vll 隅丸三角形 1. 38 0.97 }¥-l × 

S F 3044 vll 不議方)T~ 1. 15 0.90 E 〉く

S F 3045 VIJ 楕円形 1. 40 ]肌) 日 ¥〆ノ¥ 

S P 3143 VII 円形 。73 0.66 B × 

S F 3145 1沼 精円形 1. :JO 0.84 D-2 × 

S F 3173 ¥111 不整形 0.75 0.67 D-2 × 

S F3174 Vll 不整隅丸方形 0.92 0.55 D-2 × 

S F3190 1咽 楕円形 1. 60 L 30 D-2 × 

S F 3197 VTI 不整形 1. 50 0.65 D-2 x 、

l弓墓 首f 不明 ]. 20 1. 05 B 銭賀(皇栄通貨・照寧通 大観通資・政和i並・元豊通貨・紹望通Z

4 2弓墓 言上 楕円形 0.80 75 B 古川つらけ

4 3号纂 H 楕円形 0.80 60 B かわらけ

4 4号基 註 楕円形 1. 05 90 日 × 

d ム 5号墓 E主 不明 0.70 0.55 B 銭貨(景徳元賓・皇栄hli資大観通資・至和7tJ雪 型宋元資。

6号墓 註 不明 。.90 0.75 B 

G号墓b 百王 不明 0.75 0.55 B ノ、、

4 7号墓 討 楕円形 0.90 0.88 E × 

4 8号墓 註 橋円形 。.77 0.70 B 、ハノ

4 S F 1 註 円7診 1. 22 1. 10 D-I × 

4 S F 2 註 円]静 1. 15 1.04 D-I × 

4 S F 3 註 円形 0.58 日。 56 D-I × 

4 S F 4 市 円形 0.60 0.58 D-l × 

S F 5 百 円形 1. 09 1. 04 D-I × 

S F 6 註 円形 1. 02 0.92 D-I 、〈〆

4 S F 7 註 円形 。.98 0.94 D-I × 

4 S F 8 註 円形 1. 12 0.98 D-I × 

4 S F 9 註 円形 I.Jl i. 04 D-I × 

4 S FIO 百干 円形 。.73 0.68 D-1 × 

4 srll 円汗手 。.92 0.82 D-] × 

4 S FI2 精円形 0.98 0.92 D-] × 

4 S FI3 言I 楕円形 0.63 0.51 D-I × 

d S FI4 ~ì 円Jl予 1. 02 1. 00 D-l × 

4 S F]5 註 円)静 0.90 日。 82 0-1 × 

4 S F 16 百主 円形 1. 15 1. 00 0-] × 

4 s r 17 百I 楕円形 0.54 0.30 0-2 × 

4 S FI9 百主 楕円形 0.92 。以) D-2 〈、ノ

4 S F20 0' 円形 0.46 0.35 D-2 × 

4 S F21 言王 円形 。70 日52 D-2 × 

4 S F22 註 円Ji予 0.39 0.32 D-2 × 

4 S F23 証 円形 日。 32 0.26 D-2 V ノ、

4 S F25 円形 0.52 0.46 D-2 × 

4 S F26 註 円形 0.44 0.36 
一一一司

一玩一語
大平 I 第56関

大平 I 第55関

大平 I 第58図 l

大平 I 第59凶

大平 I 第59図

大平 I 第61関

大平 I 第60関

大平 l 第58図

六半 I 第G1凶

χ平 I 第60図

大平 I 第57凶

大平 I 第57図

大平 I 第63関

大平 I 第64関

大平 i 第621当 h

三ご'i"l 第64凶

大平: 足164図

大平 i 第62図

大平 I 第62関

大半 I 第62凶

大平 I 第62凶

大平 I 第63図

大平 I 第63図

大平II 第II図

大平J: 第11図

大半]j 第12凶

大半]j 第12凶 1

大平n第13図

大平IJ 第13図

大平Il 第13図

大平II 第14図

大平n第14図

大平n第20図

大平n第20図

大平n第20図

大平II 第2日関

大平li 第山Jrm斗

大平n制図 !

大平11 第20図

大平耳 第20区|

大平 II 第20関

大平11 第2日間

大平n第20l立l

大平n第20凶

大平II 第20凶

大平E

大平E 第20図

大平]1 第20悶

ゴて平n第18凶

大平E 第18図

大平II 第18凶

大平E 第18図

大平H

大平n
ブミヰL]l

己二;之、l一一一一一一一一…一一ーム一一一一一一…一一';1(-'[旦コ
註 4区の慕や土坑の検出層位については『大平遺跡n，を参照。

あとが意

本書の作成にあたっては多くの方々にご指導、ご教示いただきました。記して感謝申し上げます。

(敬称省略五十音順)

池谷初恵市原書文片桐英生加藤芳郎水上綾子望月明彦
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写真図版
図版 1

調査区全景(合成写真)



図版 2

1 -1区調査区全景(南より)

2 S F10l検出状況(東より)



図版3

S F105検出状況(北より)

S F 104検出状況(北より)



図版4

1 S F 108検出状況(北東より)

2 S F 106検出状況(北より) 3 S F 105・SF 106完掘状況(西より)

4 S F 114検出状況(西より) 5 S F 222検出状況(南より)



図版 5

S F223検出状況(南東より)

2 S F222・SF223完掘状況(東より) 3 S F201. S F202. S F234. S F235完掘状況(南東より)

4 S P 212・SP213完掘状況(東よ り) 5 S X204完掘状況(北より)



図版 6

2-2区調査区全景(西より)

2 S F285完掘状況(南より) 3 S F289完掘状況(東より)

4 S F292完掘状況(北より) 5 S F293完掘状況(南西より)



図版 7

S F284完掘状況(南より) 2 S F298完掘状況(南より)

3 S F299完掘状況(西より) 4 S F 300完掘状況(南西より)

5 S F 301完掘状況(南東より) 6 S F 296 • S P 221完掘状況(西より)

7 S P 217完掘状況(南東より) 8 S P222完掘状況(南より)



図版8

弥生土器等遺物出土状況(1) (東より)

2 弥生土器等遺物出土状況(2) (北より)
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2 1 -1区古瀬戸宿鉢

332 422 

320 

4 1 -1区 志戸呂
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330 

1 -1区古瀬戸

436 

o 5cm ・D 圃二.
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図版 9 1 -1区

436 

0 5cm  

05cm  

・・・・ ・・・・ -
3 1 -1区瀬戸美濃大窯
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314 

曹，
75 
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5 1 -1区 羽釜・内耳鍋・瓦質陶器



図版10 1 -1区
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o 5cm ・E二- 二E・
1 -1区常滑

104 
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2 1 -1区貿易陶磁器

05 cm  



図版11 1-1区

1 -1区古瀬戸縁細小皿 2 1 -1区志戸呂縁紬小皿

415 

3 1 -1区かわらけ 4 1 -1区灯明皿

245 105 
S29 

M8 M11 M14 M1 

S380 M20 M12 M13 

o 5cm ・E・E・ M9 M15 M10 M2 M4 M3 

5 1 -1区近世遺物 6 1 -1区金属製品・石製品

S D 101 ( 143~354 ) 

178 

& 142 

S F101 
S F103 176 

括 司・・・圃...800 

S F221 (S441・442)

442 

S441 

0 5cm  

7 1 -1区遺構出土遺物



図版12 2 -2区

542他

o 5cm ・E二E・=】・
2 -2区弥生土器(1 ) 

542他

3 2 -2区弥生土器(3 ) 

5 2 -2区石鯨・模形石器

8919 

3cm 

E・・・圃・

05cm  .. --
2 2 -2区弥生土器(2 ) 

4 2-2区機器

6 2 -2区磨石
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o -24G r 
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716 
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o 3cm ・E 二二E・

図版13 2 -2区
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0 5cm  
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4 2 -2区貿易陶磁器 5 2 -2区羽釜・内耳鍋・瓦質陶器



図版14 2 -2区

，，， 
童保

748 
740 

E-24G r 

C-25G r 

o 5cm 
E-25G r 重探 857 ・D 圃二E・
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2 2 -2区かわらけ(1 ) 3 2 -2区かわらけ(2 ) 

4 2-2区かわらけ(3 ) 5 2 -2区かわらけ(4 ) 
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6 2-2区 近世遺物 7 2-2区 金属製品



図版15 2 -2区
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o 5明
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図版16 2 -2区
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